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を 合 移 た 造 等
一 に 動 経 の に
以 お 円 路 出 出
上 い 滑 と 入 入

ロ イ
に 容
示 公 易 昇
す 共 に 降
た 交 視 機
め 通 認 等
の 機 で の
点 関 き 配
字 の る 置
に 施 場 を
よ 設 合 表
る の を 示

設 降 構 で れ 材 高
け 口 造 あ に を 齢
る と と る 代 敷 者
こ の す と わ 設 等
と 間 る き る し が
。 に こ は 装 、 円
は と 、 置 又 滑
、 。 一 を は に
移 の 設 音 通
動 建 け 声 行
円 築 る に で
滑 物 こ よ き
化 の と り る
さ 表 。 視 よ

次 喚 を 」にの 四の 起 除 を改二 のよ 用 く めの 「 項う 床 。 十、項 中六に 材 ）の 同改 そ 」 及 「
表 十め の を び、 の 六る 他 削 十
十 ま八。 の り及 六 で視 、 」び の 、覚 同 に
項 十障 表 改の 八中害 の めイ 及者 二 、「

に

る る五 支 用に。 部」 障 に分「に を 供、 を改 及 す建 除め ぼ る築 く、 す 設物 。同 お 備の ）表 そ を位 の れ 一の 置 項 の 以三 」 中 あ 上の を 「 る 設項 加 （ 場 け中 え 建 合 る

設 て 化 乗 口 口
け は さ 車 を を
る 、 れ 券 一 設
こ 障 た 等 以 け
と 害 経 販 上 る
。 者 路 売 設 場
、 と 所 け 合
高 同 等 る は
齢 等 と こ 、
者 の の と 一
等 構 間 。 の
が 造 に 建
円 と お 築
滑 す け 物

案 構 除 し
内 造 く た
板 及 。 案
そ び ） 内
の 昇 板
他 降 そ
の 機 の
設 等 他
備 の の
配 設
置 備
を （
視 当
覚 該

れ の こ 覚 う
た 二 の 障 、
経 の 場 害 誘

八
売
所 乗
等 車
券

、 びの の 同定 十 二転 項 表め 二 十落 の のる 」及又 ロ 七
は 中 び の を

、 築「 は こ十 物「 、 と四 床 に こ 。」 の 該
を 高 当

七 六
等

案 カ
内 ウ
設 ン

に る る の
利 こ 通 表
用 と 路 の

。

五

便
所

障 設
害 備
者 を

同
表 別四 の 表
三 第階 の 四段 項 の
の 二等

販

ロ イ 口 一
を の 乗 に

戸 幅 一 項 車 示
を は 以 の 券 す
設 、 上 等 た
け 内 設 の 販 め
る 法 け ハ 売 の
場 を る に 所 点
合 八 こ 定 等 字
に 十 と め に に

ロ イ 口 を を と 示
又 公 設 昇 得 。 す

公 昇 は 共 け 降 な た る
共 降 改 用 る 機 い だ た
交 機 札 通 こ 等 場 し め
通 等 口 路 と の 合 、 の
機 の ） に 。 付 は 電 設
関 配 の 直 近 、 気 備
の 置 付 接 に こ 設 及
施 を 近 通 は の 備 び

備 タ
ー

構 ハ ロ
造 カ 一 る に 場

車 の ウ 以 移 水 車 よ 合
両 カ ン 上 動 洗 い る に
等 ウ タ は 円 器 す 案 限
の ン ー 、 滑 具 使 内 る
運 タ 等 移 化 を 用 板 。
行 ー を 動 さ 設 者 そ ）

等 設 円 れ け 用 の 並（
運 を け 滑 た る 便 他 び
航 一 る 化 経 こ 房 の に

イ か ロ イ び
つ 便 注 付 リ

便 、 所 意 階 け 手 に
所 次 を 喚 段 る す 定
の に 設 起 の こ り め
出 定 け 用 上 と の る
入 め る 床 端 。 端 構
口 る 場 材 及 部 造
付 構 合 を び の と
近 造 は 敷 下 付 し
に と 、 設 端 近 、

次 の
に 表
次 の
の 四階 よ の段 う 項を に 中設 加け 「
え 三る る の場 。 項合 」は を、

お セ 。 る 出 よ
い ン 構 入 る
て チ 造 口 案
は メ と を 内
、 ー し 設 板
当 ト 、 け そ
該 ル か る の
戸 以 つ 場 他
は 上 、 合 の二 、 と 次 は 設五 障 す に 、 備
害 る 定 一
者 こ め の
、 と る 建

設 表 に ず 、 限 が 音
の 示 は る 当 り な 声
構 し 、 出 該 で い に
造 た 次 入 昇 な 場 よ
及 案 に 口 降 い 合 り
び 内 掲 機 。 そ 提（
昇 板 げ 鉄 等 の 供
降 そ る 道 が 他 す
機 の 案 駅 あ 技 る
等 他 内 に る 術 た
の の 設 あ こ 上 め
配 設 備 っ と の の
置 備 を て を 理 設
を 備 は 表 由 備

を 以 場 さ 路 と に 設 便
含 上 合 れ と 。 は 備 所
む 設 は た 便 、 を の
。 け 、 経 所 障 設 構
） る 車 路 と 害 け 造
に こ い と の 者 る を
関 と す 同 間 、 こ 視
す 。 使 等 の 高 と 覚
る 用 の 経 齢 。 障
情 者 構 路 者 害
報 が 造 に 等 者
を 円 と お が に
文 滑 す け 円 示
字 に る る 滑 す

男 す 一 す に に か
子 る の る 近 は つ
用 こ 建 こ 接 、 、
及 と 築 と す 階 次
び 。 物 。 る 段 に
女 の 通 の 定
子 表 路 通 め
用 の 並 ず る
の 五 び る 構
区 の に 場 造
別 項 踊 所 と

に り を す（
当 定 場 示 る
該 め の す こ

一 「
十の の建 項築 」物 にの 改表 めの 、三 同の 項項 をの 同ニ 表か

高 。 構 築
齢 造 物
者 の の
等 出 表
が 入 の

視 え 、 示 に を
覚 る 当 す よ 備
障 こ 該 る り え
害 と 出 標 や る
者 。 入 識 む こ

等 利 こ 通 に た
に 用 と 路 利 め
よ で 。 の 用 の
り き う で 点
表 る ち き 字

区 る 部 点 と
別 構 分 字 。
が 造 に を
あ と は は
る し 、 り

、

のら 十ト 一ま ので 項及 と
し
、
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売交備口

機

関
機

通

号

平
成
十
四
年
一

手回段両５

イロハイロ
上

り段、に以

すりは側

側

設設別すの

のを識手

イロハニホヘ

置けしり

斜動

粗段内必声傾移

音

法要誘 面を

装の滑

又設幅に導路円

応 はけ

じ置場化 ぬる

ハイロハ

れ場、の合経

面端端

車粗粗縁両

設

ロ

は、、

す又又にに

い面

れー落

用ぬぬホ転

使は

施
の項

者れ

券設 売用目 機） を
設公イ

け基 る共内

場法

的 合礎 に施 お以
い的 設上

月
十の 一う 移 容 日ち 動 易

一 円 に
以 滑 開
上 化 閉
は さ し 金、 れ て
移 た 通 曜動 経 過
円 路 で 日滑 と き

桁 なやの

覆

、地

く置は

いす設又

き
ず
ま
つ置

、設

つの

か

上 て合誘敷は路 以

く
に

設

もは導設、の

床の置

滑、用

路

く階及斜

にの材傾

り

構意構

材の注の

い段び
床

げ用

上起

仕造喚造

料

通ももド止

のててム防

のりり、さ

過滑滑アの

障くくくの

支ににさく

な材材注置

といい、設

上起

段仕仕喚

る料料意

い床

なげげ用

が上

て

基 は
、礎基

障
害的

者基準

、
高準

齢

整

の

者
等

内 備 が
円計

滑

化 乗 る
さ 車 構
れ 券 造
た 等 と
経 販 す
路 売 る
と 所 こ
同 等 と
等 と 。
の の
構 間
造 に
と お
す け

造
構
い 材

）
置
措
た）

じ法

講寸

は
又

法

仕内

上

敷
の
材

））

材法

げ寸

材

段げげ

大上上

最仕仕

画容

）））

差材

に
利
用変

法 ）設内 更

法 表寸

別） 計 記
第
二

内 号
様

る る
こ 通
と 路
。

十

休
憩
設

・・・・・

合合合合合

否否否否否

・・・・

合合合合合合

否否否否否否

・・ ・・・・・

合合合合合

否否否否否

式
そ容

の の た二 限 だを り し適 次合 で 、合 の・ な 旅状 よ否 い 客況 う 。 のに 円改 滑め なる 流

備

で
障 き
害 る
者 構
、 造
高 の
齢 券
者 売
等 機
の を
休 一。 動

に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る

憩 以
の 上
用 設
に け
供 る
す こ
る と
設 。
備 二を 六一
以
上
設

場
合
は
、
こ

け
る
こ
と
。
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車る
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用１

第

所
便
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号

段
階

４

月
十
一
日

手い運昇

車置

ロ置イロ

金

り使情機

すす行降

曜

設者に便

の用報、

日

器

置が関所

の

ニホヘトイ
）

上
以

１

入害置置

段粗出障設床

に、小

な又口者式

が面
れい齢器

ぬ車高便

いは

ロハ

の
房

便）
用上

者以

に

ロイ

と

出開

動等い以入閉

移同車車

に通

す 円のす上口し

い
用 化造用戸過

使 滑構使

板

ニホヘトイ

経者を可

入設

粗段階部５出の

の

、のに以口置

面は段分
意の近

は識上注上付

又

ハ

りし及喚側に

滑別端

り段

側すり

両手回

イロ

り部け

す端設

手のを

に

車

に文乗

滑るは

円す又

及販

で示等

用表券

利字

ウ声付

カ音所

るび売

き

の

ーの標

タ備に

ン設近

用の置

も使等設

てす者

く便な

に用滑

り者円

滑

可

料標が

材の作

い房操

設能

者

水

げな

上能

仕識

る構 便 と便けな

用 路用
設合 及 間の場造 房 の房

車 所 路、 便 通置は び の
動使 入

移す 出

、い の は

桁男

滑者 の

円用 口

にやび起
端床はの

くす下用又女

覆別

材、に材地区

いく

仕つ接敷の及

料か近の

つる置構

上、す設設び

き並示

ず路を

ま通造

げ

い

の付な

くに点

にびす

付
り
は
の

字
点

置に

設近

設設

の置の

等設識

け

た数

置置じ置

設設講設

器
洗

）
置

））措）

数数

具

）

段げ数

大上置

最仕設

法

化が 内

））

差材

経円

路幅滑

法閉

設内開

置

踊字

））

）法式

数寸方

造場内

構り案

い
措

げた）

上じ法

仕講寸

・・

合合合合

）

）置

材

否否否否

・・ ・・・・・

合合合合合

否否否否否 否否

・・・・

合合合合

否否

・・・・・

合合合合合

・・

合合合

否否否否否 否否否

・

二
七
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備

機設

売憩欄

券休入
記

第

８
売

販
等口

券入

車出

乗

号

る 平公出 成共入 十用口 四通付 年路近 一
の でい記はの

二 に。入、施

を 掲し変設

次 げな更用

の るいに）

よ 整で係

う 備くる

に 項だ整

改 目さ備

め 以い項

る 外。目

。

はは
欄欄

」」
部つ

のに

るる
すす

当当
該該

、、
にで

目○
項を

備の
整も 者者

し車害害

閉障障

ハ

可使高高

過す、、

通い

等
所

な者者者

能用齢齢

同内戸

のと

ロイロイロ

法を

施配出移

設置入動等

け

のを口円の幅設

構示を滑構

る

点け経以場

造す設化造

に

及
月直 十接 一通 日

昇案
た

イ
ず

金

機設
降内

曜

便の
、備

日

る入

あ記

がて

分い 所設

建さ

、だ

はく

合て

場し

ん
つ囲

公
の
用
物。

築い

い
要さ

必だ
、く

てで
い 等

の
置
措
は
又
値
数。
な

行円休

造通がの

構の等

の

障利備

支に設

の滑憩

段る

るき置

なで設

と用

る路上合

い機

な売

が券

合の、

昇案場とは

び字

、の害

機板は間障

降内

通者

、の

出は高

所置の路、

便設

等

乗口移者

は入、齢

又

造滑容

券構円が

車の動

売
販
等
券

車
乗

は
又置

等

基
設
施
的
共

を
置
配
の
所

備
整
準
基
的
礎

て
し
入
記
を
等
容
内

更
変

置
設
の

。
い
さ
だ
く ）

段数数

大置置

最設設

開

売経に

販化易

）
差）

所路

法閉

設内開

置

示
表

））

）法式

数寸方

し

部
当
該
の
表
）

）
数
置
設

記
に
分

否否否

・・・

合合合

・・・・・

合合合合合

否
・

合

否否否否否

二
八
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場
降

乗
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号

備口
札

改

整１

月
十
一
日

両回段５両

ニホヘトイ

金 側

に段、以に

側りは

曜

す設別のす

手を識上手

日

ホヘイロハ

りけし側り

法あ面

敷傾移内け踏

の
設斜動

寸法

路円幅げ寸

の滑

法 場化

誘

うす

ニイロハニ

合経

をと場導

両粗段内こる

法 端面

では床

幅 に又設の合用

、はけ

転ぬるき、材
及

設

ロハイロハ

落れ場る

い面面端端

車粗粗縁両

使はは、、

す又又にに

者れれー意

用ぬぬホ注

法 共内 誘

公イ

目
項

的導幅

桁の

的以 施

のなや

地

置くは置

設いす又設

ま
つ置

、設

つの

か覆

、
く

に
き
ず

以 以

設下

、の以上 上 は路

造
構
の
路
斜
傾

の置

び 以 防て合部

、を意 以 止もは分注 上

の滑

末喚 二上

の

くにの端起 人） さり
い段び床 車

のく階及用
材 い

設
置材の

又 す
内音 用

仕造以は 使

料構

ム喚

と誘 が

げご声 者

上

ア用

通ももド起

のてて

さ材

のりり、床

過滑滑

、敷

障くくくの

支にに
料意

な材材注設

といい

が上上起

段仕仕喚

る料

誘基

設上

い床

なげげ用

構
い 整

内 準
基

の

的

準 導

造
）
置
措
た）

じ法

講寸

法法法

内寸寸

装 れ
に導 す

）
法
寸））

違置置

設
法

仕内

上

敷
の
材

））

材法

げ寸

材

段げげ

大上上

最仕仕

計
備

容

）））

差材

法 画設内

内

） 計

法 表寸

・・・・・

合合合合合

否否否否否

・・・・・

合合合合合

否否否否否

・・・・・

合合合合合

否否否否否

・・・・・

合合合合合

否否否否否 定否
・

合 判
容

二
九



北 海 道 公 報

５

使
す所

所い便
車る

便あ
用

第 号

階
４

平
成段 十
四
年
一

合出段粗

用場

ニホヘト

な又

い房は入が面

車便
使あ腰にいは

すの、口

者便便いれ

用る掛車ぬ

に

ロハ
出開

通

す上口し

い以入閉

車

便
用

者

を可

用戸過

使に

同階

板と

トイロイ
の

房

５出の移

入設動等の車

構房す

以口置円の便い
用

の近化造の使

上付滑

の

ロハニホヘ

側に経総

面は段分

手回粗段階部
上注

り段又、のに

すり

端設滑別端意

のをは識

部けりし及喚

月
十
一
日

５両

ロイ

金側

以に 曜

のす

上手

日

及使も

用所座すて

側り

手者り

房近び用滑

便に
り便く

なしす用に

の接
便の材

便設付房い

いて
は房表料

所置

げ

車接設上

、近の示仕

用設能

者

すて）

いし置

合 及場造 房る構 便けな
す 出

い の車 所、 便は び

男路数者

者 の

用 口

使 入

房

はのの便

又女と用

桁

及通設

覆別のの

地区間
、

置構は）

設び路置

の

点滑

す円

示動

を移

造

付なにやび起

いく端床

近いくす下用

料か近の

点材、に材

に

上、す設

の仕つ接敷

字

ず路

付ま通

りげつる

は

桁の

くに

にび

き並

け

い

置
設
の
覆

地
は置

又設

者い
用な
使

段げ

じ示大上

講表最仕

置）））

措法差材

た方

法

が 内

）

円

幅滑

内開

法閉

階寸方

法式

う総う））

ち数ち

設）設

置置

数数

内路

案経

字化

寸
法
）階階

総う総

数ち数

）設）

置
数

造場

構り

い踊

）置

材措

げた

上じ

仕講
）

）
法
寸

否否

・・・・

合合合合

否否

））
合合合

・・・

否否否

）

合
・

合合合合

否

・・・・

否否否否

・・・・・

合合合合合

否否否否否 否否

・・

合合

三
〇



入
記

※

平 欄成
十
四
年
一

北 海

９

口備

入機設

出売憩

券休

道 公 報

８

口等

共入券

公出車

る乗

路近売

通付販

用

第

タ備

ン設

ウ内

カ案

６７

等
ー

号

便
小

用
子

男

月
十
一
日

金

曜

日

し車害害

閉障障

イロハ

法を通い者者

内戸
可使高高

幅設過す、、

け
る能用齢齢

直等

に所

以場な者者者

たのと

イロイロ

ず
通

接

入動等

昇案施配出移同

設のを口円の

降内設置

化造

、備構示を滑構

機
設及点け経

便の造す設

降

い運昇

車置

置イロ

所

に便

用報、

使情機

す行

設す

の手

チ

器

が関所

者 高床

、き

者付

害置り

障

がの

上合構の等等

齢置

の滑憩

、過円休

は造通

の

者障利備

害支に設

障

るき置

高なで設

、と用

がな売

等が券

者段る

齢

と

又置び字る路

容い機

間

乗降内合の

は昇案場

通

券、の、の

車機板は
出は

販所置の路

等便設

の乗口移

所は入、

売又

造滑

置券構円

配車の動

文乗

滑るは

円す又

を等

で示等

用表券

利字車

に

付

カ音所

るび売

き及販

の標

タ備に

ン設近

ウ声

の

円器

の便

等小

者式

ー

な
能
可
が
作
操置

な設

滑

開置

に設

易の

水

法閉大置置

内開最設設

法式差））

寸方段数数

路

示売経

表販化

）））

し所

設識

））

数数

置置

設設

設設

の置の

等
設講設

置じ置

階階数た数

）措）

総総置

数数）

））

具
器
洗

階
総
数
）

・・・・・

合合合合合

・

合合合合

否否否否否 否否否否

・・・

合合合合

・・・・

合

否否否否

・
否

合合

・・

否否

三
一



山中々村

野三寺田佐木
盛美

道希吉雅

亜木

崎宅
脳内眼泌外外

雅三子則

北 海

庄島本

中日川重本神宮

学貴基恭真礼

原下崎盛
内内内

史文剛厚補人子

内外脳内

道 公 報

指 北

身定氏 海

し平 道

た成

体
告障
。 示害

年名 第

１

者
福

月 号

診

祉
法

日

第

備

こ 考

の １２３

規 附 て

則 １く

は 則 設判かだ

、 計定らさ

平 い 内」

成 容欄ま。

号

平
成
十
四
年
一

科科科科科

外器

経

尿 神

井 人
老日医い砂奈北

科
健鋼な川道 江 保療わ海

神

生 設人立 い済 施町 法

医

科科科科科科科

外
経

病療

社広士社広医医医

福院法 幌療療 療 会病会

人 祉町祉人 法法 法 福院
人人団 国交人人 法法社

讓讓 雄

昭療

告

科

和

従

第
律

法目

年
第

）
号

業

十 」及で

四 欄びに
年 は※掲
五 、印げ
月 該欄る

十 当は整

五 す記備

日 る入項

か 整し目

ら 備な以

施 項い外

行 目での

す にく部

月
十
一
日

金

曜

日

科民 小会 聖国 苫記眼市
康樽 健念ク立健 仁小 牧

病ニ病 森保 園北 リ 樹会
ク院院院

病病 ッ 病

険生

北延

同同同同同同

院院

健そ 海海山 仁仁 会 北民

社康社苫 う会会 道道会

ヶヶ つ 保 会会小 べ聖聖
丘丘 業険業澄 温

事事牧

会病 病病病 病 協協川 泉

同同

帯院帯院院院院

会

１
第

条

成
平同同同同

示

知 に

道 定

海 規

北場 の
項

次

指 を
師

堀 医

所 る

事 よ

定

る つだ分

。

場

、。る

ていあ

いさが
築

値建

数、

なは

要合

必

さ

の公

置の

措用

は物

又

市ら 成張く 平

名夕

歯

月総・ １科 立 年
担 北

身当 海

さ

北石小副

道

せ
体 村井林島

告

る
障
示

医
害 秀和

第

療
者 寛幸功典

福
機 号

井

り日
也 お月

と年 達 の
海村下関

池田信鳥木木
正一

由浩廣貴憲

田口太

施

容的

内共

弘之知樹慎

九

し的

入導

記誘

を設

等

見

く準野比津

て基東三

計清美司

さ備和圭

だ整

矯 表

。画

い

合

所夕伊

称院科
歯 病 日正

６町

光岡

社舟

市市

張達

在

番

鼻を
法 泌耳内循関

祉

器器と
和 咽の

昭 尿環次

喉

律指
法 科科科科り

年お

八市医北し
第定
た

眼小
雲法） 立海。 号 療

科

器

児児

尿

内内小内泌
市総深深

科科科科科科
川 福院合 会病

勤江江社

の内内整

別別祉病

医川

分化外

部消

当・形

該科

し
入

記科科科

に器
東積

海

内町北

野丹

－ 地

科る

北担医腎医歯す

地
の 道に矯医

当療 海臓療

事すに べ種

知関正療 す

人 士道第

堀
き類る関

総釧

２ 生

の 別立 総臨条

田の
項 合路 吉

１

合会第

院院院に
定 病規 病病

病

浦

人院 協市市 法

り
よ

院
総 道河 海 余立立 市市北

合合 十 会

立立社赤 市総

協 療病病

病病業字

事 診

立

所院院余院院院

会病

健連
生 化民

厚 消国
道 科

リ険安

ク保知

科康倶

器
ク所院

病 ッ療
生 ニ診

厚

三
二

定成

指平同

達年
月 也
日 を

療
医

生
更

同同同同、 同同同同同同同同同同



主番

業録

事登

平 体号

成 名

十
四 肥

年 料 地

一

北 海

良 北

土事

盤

海

地業平

整

道

改の成

備平

告 ］成

良工 示

法事年 第

の１

農年
道１

昭完月 号 ）月

和了 ）

の日 事日

道 公 報

項 北

土の 海

規

地上太

道

定 田地 平別

告

に 第改 成区保

示 遠良
よ 第

り
法 年名野１

１

、 号

事一同平
昭 月

和

日般成

第

北

次そ 海

のの

有サひ

道

地関

限か

告

区係 会ンり示

に書 社薬第

つ類 タタ局

いは 号

、平 ダ薬代て、

カ網

号

矯調

ちら

ぐぞ

まお

やあ

正剤

月 区の

十 種一
日

料

事肥

名類

金

の

曜 名 業

日 称

あ

施律が

の法出

業年届
っ

行第

に

た

た第 し） 意。 号 同
。

２
の

条

年 農

法 道年 業

律 整
の第 備月

広集日
第

関農士 ） 種域乳、 号

連道幌

類））町

町

縦北同う ２
行 の
の 条

道成 薬
局局店営

広広番伊改月
地１

土年

尾尾地達良

本公網業か

町町市事日

通園代のら

６通町土

目４番改間

丁南２地日

北番

科局

歯薬

丁地良、

帯
広番見
市号 市

南１

町町

南西

港栄

空高
丁

量

道分 海種成 北

証
保

の
知

第

了の

完そ

堀） 類％ 事

よ

道に

海定

北規
の

項
１

第

お
と
の

堀次
、

事り

知

に

釧改 項

覧道地 ５

海土

北支お

場路良
東 準

道開 て

海所庁北 い
同

堀基 る
区 す

事地 用

知

般

目２事一

備 第
整 法
盤

画に
計覧

更縦
変の

１業

同

。
た。
める
定す
を供

科る
歯す

通１

線目

同同

他

成
平同

関
に
正療
矯医

日格

也規 月

の 年 達
取成生

料平
肥

名

締
１
法年

改

也地
土

達り

昭月

海
北

大同同同鶴

告
道

樹居

第
示

町村

号

達促

也第
進 条

浦同同同同同同清
１基

同同本同同同
町町

幌水

町町

頃別

豊同

町町
別田

幕池同同

和
日

第称

律産 法
年

住 号

同相生中

の業

条
７

第
） 基同同

坂川西呂
花幌

石 下

促
備

）整
水盤

同同排

多多羽

合富富瀬稲平瀬

流１２来穂和来帯

川川

害盤

同同同同同同災基

大美東東美

促
連備

関整

里岡岡本別 仙里

二幌幌
１２川栄別里１
上 美西

信
同同同同同同同同

塚
同

２台見取

栄
野

明東清

旧
復
害
災同同

の海 次北 、
り

よ
に
定
規

肥道者

三 料知

三

所 を事

進

録堀 登

］
備

整
盤
基

進

用
用）

業道

農農

］
備

整
盤
基

し

）
設

施
用
業
農

）
道
農

同

日

也月
年 達 。録

た登 同同同同 同同同同同同同同 同同同同同同同同

成
平同同同



１
解場保た解え

備

除所安目置

定とのて

除 予林的次い
に

安て」覧 の 保し図縦

林指は

北 海

定 北

森を 海

解平 道

除成

林
告法
す 示

る年 第

予１

昭
和
定月 号 事及

年 業びで

所所あ日

道 公 報

内 北

林容登北 海

業に平録 道

種変成番海 告

号道 苗更 示

法が年 第

あ１

昭っ月変氏及 号

名び 和た
旨日又住 更

第

北第北第
海 海

製石
産

蒸副

道号道号

号

北第
海

平道号
成
十
四副

年産

一

所さ省す

の定、供 理

動

そ
、）

し。

在れ由略る
図

部に害防の

茅筆風砂
を

砂い防設面

郡つの施
と海

町次地北

原て備用

の在る
法

場図す道

字の

称

第 名地。
律

限上地第

番有川番）
号

地
会郡

字第

小町２

茶の

社標条

種ル２

野

項称

法届名 事 年のは所

あ
第が

律出

更 ）た限上

号っ変有川
社標

第。会郡

前
登 １野字

第小町 の

条茶

フエ

粉

料

毛肥
灰

項種ル ルラ

ーー ミ
ーガ

ザコ ェ
月物

十質

一肥

日

産－
副８

料

金

物
動５

曜

肥
質

日

示た島

中にる渡

料

すめ支

に済 ・
北分経 １
部庁 の
海
道限部

）課 ４ 事。務

の 知る林

堀、及 ・

び
砂 の

規

緑ラの

苗ル項

原 ５の

定

化ン
園

限上、

地有川地り
よ

に

町う

茶よ

社標の

会郡次
保

野桜に

小

ン 内 規緑ラ

の苗ル 録

種

定化

に容園
上

、道変有川

り海

よ北

社標

の事会郡 更 次知限
桜

り小町 の

お堀茶

後 と

登 生野

量リ

全カ

素ル

窒ア

産種

分

大規

定り該含る最定り

全酸
素ん

窒り

規当有有

量
量全

達町 ２ 有有大

含る最

３に

也場 上

役 以

北 ４

海
告
道

解場保た解

示 除所安目

第 除 予林的

定と

号 保し

の

緑目林

苗丁安

化
３

園番指

解場保た解え
備

除所安目置

定とのて

除 予林的次い

保し図縦

内 業緑目

事達苗丁 録

者也化

２
の容園番

解場保た解え
備

除所安目置

定とのて

除 予林的次い

格なを害量格

保し図縦

さ分、と

のし許成はの

本海

日北

おれの公お

と

フ業

ト工

イ生

ワ衛

ホ道

分、

許成は

を害量

ァ株

相
扶

社
会
式
株

れの公

さ

所さ

の定理

林指

安ての
管

糠害川

白霧河

在れ由

町設

糠備施

白防理

郡の

理

林指はに

安て」覧 の
略る

所さ省す

の定、供

土農そ
、）
し。

在れ由

の用図

内示砂道の

静に
出とを

静部流地面

郡す

」覧 の

町にのす北

内分

定、供 理

林指はに

安て

在れ由略る

所さ省す

の

道の

静公農そ
、）
し。

静保地面

郡の用図

内衆

会

ー式

町す北

内健とを

森幌

青札

社
会
式
株社

ム

芽
郡
西

河

北央

上中

県市

と

路地

庶用

室

る

のす
た
め 、
の

真る備た道

字限防る海

）高

歌。め日
庁

・支
部

２済

の経

にび

筆及

２課

上務

以林

高

歌め日
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２
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５
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２
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作作作作作

平 業業業業業

成 種期地種期
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業業業業

作作作作作作
間域

種期地種期地

業業
公平苫公平苫

類間域類
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業業業業

作作作作作作
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種期地種期地

業業
公平天公平増

類間域類
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第 北 １２３

留 海

平 萌 道

開成 号 作作作

告） 業業業

発 示 種期地

建年 第 第 類間域

１ 設条 部月 号に 公平椴長

共成法か日 お

号

成

館第平

函）
号

開
発条

部い月

設お１

建に年

長て
準日

月 共成塩共成

十 町測 測

一 量年、量年

日 ７幌８

町、３

３月延３月

、
級か級か

４日４日

金 基ら基ら
準 準

曜 点月点月
測 測

日

共成前共成前

量日量日

町 町測 測
７８

量年量年

３月３月
、 、

基ら

級か級か

４日４日

基ら

準 準
点月点月
測 測

共成塩共成毛

量日量日

町 町測 測
７７

量年量年

３月３月
、 、

基ら

級か級か

４日４日

基ら

準 準
点月点月

測４測

華らい

量日量日

て 測

次準 量年村、
用
とす ３月の
る 級

ら公法 準かり同 基日お

）平共第 点

量条 成測
第

す
ら用

か

項 １実２ 年の

お第
と法

の同
次る

、
り

をの
量項

測１
共第

公条

）ま

でで

）ま）ま

実規

でで

）ま）ま

でで

）ま

がの 月施

堀
事
知
道
海
北

規
たよ でしに ま了定 日終

法あ 量が 測知 、通 旨る
た
っ

る
るよ

すに
施定

和。 昭

量が道 測知海 、通北 旨
っ事 法あ知

和。堀 昭た

の

年

北

道そ日 海

路のか 道

法関ら 告

係２ 示

昭図週 第

和面間
は、 号

の 北

道そ日路道 海

路のか平道 道

法関ら成 告

丹 係２ 示線 昭図週年羽 第

和面間１今

は、月金 号

ま

川ら先

区上か地

也
達

町鷹
栖郡
鷹川で

郡上

そ日

更の１２３

律
法
年

路路

たのか平道路道

し

の線の

。関ら成

係２
間１類名域

図週年種区
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律達 法

は、月

面

北

道 海
道路
告法 作

示 業

第昭 地

和 域

号

縦

律海の

法北般

年、一

交第道
建覧 点一

設に
道す ） 地国部供 号 ）般

路る 第 先道
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項
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旭

海の道竜
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道す
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律 塩

法 天

年

幌

第

町） 延号

規北 今地のび 郡

１
第

条

旭 でに道 町ま定海 金先

木 、 金土 り 今川 よ 字

次現 の三 道業 番

五

え 供備 のに 路 ９所

び始

道 定海６ 規北番 の

北八 り館道 よ函道 にの

現道今 次木海雲 区 、土
路所事間線 道業知金 の

敷

え供平 供備堀 のに

地
の

でらで

かまかまかま 幅
延

員らでら

海
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川
旭
道
海

北
び

長 備堀

に
所事
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道
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定
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の
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道道道路

道
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名

雄類線
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美の
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武
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平

路
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類
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郡郡
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広広

日

類
忠忠

元元
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村村
類
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広広西西

帯帯河河

番番

札札
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市市郡郡
村村
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３番中大

地
先西５
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郡郡
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番４仁仁
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日
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日
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番 先
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で
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２
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道

間 間 間

け
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道
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るるる

けけ 区
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の
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業
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面
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有
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のののの

アイウエオ
の の

面立位区

埋
ウアイ

て

達道

ののの関

２３４に

の間

也と区
等複

住代位区

埋

イウアイ

表立

り

、 お

て と

の区の

者１

１
変示
告

年受 のを
許許名

免免
ア

点点

地地地地地地地

け

キクケコサ

点点点点点

地

ののののののの

オカ

点点点点

地地地地地地

かかかかかかか

点点点

方方方

ららららららら

向向向向向向

方方方方

地地
角角角角角角角

向

ウエ

点点点点点

地地地

のアイ

元 の＝方のののの

ト涌

点点

漁 地－向地地地地

点点 港 点

かかかか 原 と

らららら 点 を

方方方方 結

の向向向向 北 ん

地角角角角

る置域

地地地す

、 緯 だ

の上次

事
工

点点点積

の

施磯の 方１２３行郡ア ののの 向

区知の 地地地域内地 点点点町点 かかか字か
ト 方方方 の涌ら ららら

置域点

氏地

向向向 地元

所名域
海磯の＝
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道
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日
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日

度 度度度度度度
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方方方方方方の ののの
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か向向向 、 た向
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の
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ま ２線
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７方 て 次経 番

向 囲 に 地

事
知

道
海

北

先度角 結ま

点点 点点点地 地地地

堀
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秒

の 点 地地ア 地 ののび の んれ
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点
地 点点
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点点点点

地地地地地地
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許許名
所名域置

た氏 月
けの区

日者称

第

タチツテト地
立 面

埋
ウ

地地地用

のののののの

点点点点点積途

地地

号

平
成
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四ののの
年地地地
一点点点

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

かかかかかか

点点点点

らららららららら

かか

向向

方方方方方方方方

角角角角

向向向向向向

角角角角

度 度 度度度度度度

分 ん図 次－

の 根 の１のだ度
秒地 の地線点

の地点に分の点
方か 地点とよ
っ秒向ら
方

－ 点と
かをのて

向 ら結地囲

角 ○ん点ま、
＝ のだとれ東

北礼有

度 － 地線をた経

面

成海幌海文水

平北札
道市道郡

央事文

年中知礼

北堀大

月区町

也村

西達深

条香

日３字

漁

６

ソタチツテ

港 ののののの

施 地地地地地

設 点点点点点

用

らららら地

かかかかか

向向向向

方方方方方

ら
角角角角角

向
度度度度度

月
十
一シスセ

日

か

点点点

地地地

ののの

ららら

かか

金

向向向

方方方

曜角角角

日度度度

分 分 分分分分分分
秒 秒
のの のの 秒秒秒秒秒秒

方方方方 方方 のののの

向向向向向向 向向 方方

の

地地の地 のののののの

点点点点地点 地地地地

の

点 点点

点、結区

地 ん域 ま度分 で－だ点

を１線分秒 順の及の 次地び

、秒方
向 に点
結との

＝ 地 ん

－） だの点か 線地とらの 、点方地 ○との向点
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キ

コ

目エ

丁字

のを地

イ
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番

６
番

分分分分分

ののののの

秒秒秒秒秒

向向向向向

方方方方方

地地 地地地 のの ののの

点点 点点点

分分分
向

方方方

ののの

秒秒秒
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点点点 地地地 ののの
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○○○○○○１
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角 地結点
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○○○
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先
地
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面立位区

埋
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に
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点点点点点点点点

地
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点点点の

地地地地地地

かかかかか地

点点点点

ららららららら点

かか

向ら

方方方方方方方か
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向向向向向向

地地地地地地
角角角角

○○

点点点点点点
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線結点○点○と
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工

点点点

○○
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行郡 地地１地
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○
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線結点○

結区

、んとのと、をた

○だを地○

深地
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との線結と地及

○地、ん

の点○だ結と
の

、

地との線ん

地
点地点６の 点 地の地番 地 地地

を
と
先点

点地地

点 点点



平
成
十
四 ののののののの

年 地地地地地地地

一 点点点点点点点

北 海

６７８９

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

点点点点

道 公 報

ののの

１２３４５

区
イ

点点点

地地地地地

のの

域点点

第

３

住代位

免免埋

アイウア

年受者 のを表立

許許名
所名域置

た氏 月
けの区

日者称

号

地
立 面

埋
ウ

点積途

地用

のの

月
十
一
日

地地地

ののののののの

点点点点点点

地地地地

らら

かかかかかかか

点
ららららら

金

向向向

方方方方方方方

向向向向

曜 角角角角角角角

日 度 度度度度度度

５６７８９

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

かかかかかか

点点点点

らららららららら

かか

向向

方方方方方方方方

角角角角

向向向向向向

角角角角
度

２３４

度度度度度度 度

音度１ 次

のののの 標 のの

点点

漁 １地分地地地地

点点 港 の点

らら

原 地と秒かかかか

方方方方

点 点をのらら

か結方

らん向向向向向

角角角角 だ＝

の線
地に度度度度

平北札北枝び

成海幌海幸

道市道郡

央事幸地

年中知枝番

北堀音の

月区町先
有

日３標公

条

水

船

５ ６也面 番 西達

揚 の

場 地

用

角
向

方
ら

か地

点
度

分 分分分分分分

秒
ののの の 秒秒秒秒秒秒

方方方方方方 方 ののの

向向向向向向 向

地地 地 のののののの の

点点点点点 点 地地地地

点

分 分分分分分分 分

秒

の のの 秒秒秒秒秒秒 秒

方方方 方方 ののののの

向向向向向 向向 方方方

向

地 地のの ののののの の

点点点 点地地 地地地地
点点 点点

点よ
まっの分分分分 でて地
、

秒秒秒秒 を囲点

方 次れ＝のののの 順ま

方方方 にた向向向向 結区
ん域
だ

地地 か 及のののの

） 線

丁

１点点点点 ら び地地

目、
、

５
番

、
番

、
番

分
向
方

の
秒

点
地
の

ヨタレソツ
区のののの ののののののの

ヲワカ

点角 地向 の方

の

と

のの

ニホヘトチリヌル

のののののの ののの

イロハ

区
イ

及
番

区

に
て
面立位
埋
ウア

点点点

域地地地地

の関

点
音度
ののの

次

標 のの
地分地地地

点点点

漁
港 の点

ららら

原 地と秒かかか

か結方方方方

点 点をの

らん向向向向

角角角 だ＝

点点

地地地地地地地地

ヨタレソ

点点点点点点

のののののの

ルヲワカ

地地地地地地地地

のの

かか

点点点点点点点点

らららら

かかかかかか

方方方方方方

らららら

向向向向向向向向

方方

地地
角角角角角角角角

点点点点

地地地地地地

ホヘトチリヌ

点点点点

のののののののの

ハニ

点点

地地地地地地地地

かかかか

点点点点点点

らららららら

かかかか

方方方方方方方方

らら

角角

向向向向向向向向

域地地地
角角角角角角

点点点

次ツ音度イロ

域

のの のの標

点点

漁 番イ地分地地

港 、の点
地と秒かか 原

点をのらら 点

番か結方方方

、らん向向向
角角 ツだ＝

の枝
事
工

点積る置

地す
施幸 の

行郡 地

区枝 点

域幸 か

音

ら町

浜 向標 海 方
角地の線
地に度度度 点よ
まっの分分分 でて地
、

秒秒秒 を囲点

方方 次れ＝ののの 順ま

方 にた向向向三 結区

九 ん域
だ
及ののの

） 線
度 度度度 度度度度

分 分分分 分分分分

秒

ののの 秒秒秒 秒秒秒秒

方方方方方 ののの のの

向向 向向向向向 方方方

向

の

のの地 ののののの

度 度度度度度度度
分 分分分分分分分

秒
のの の 秒秒秒秒秒秒秒

方方方方 方 ののののの

向向向向向向 向 方方方

向
のののののののの

の線

番地に度度 及点よ

びまっの分分 でて地
、 を囲点秒秒

方 地次れ＝のの 番順ま

方 先にた向向 並結区

びん域

にだ
線）

及のの

盛番

土５ 度

、 分

番 秒

５ の
） 方、

向

番
、

点点点 ら び地地地 か の

点角 地向 の方

と

点点 地地点 地地地地地 地地地地地

点点 点点点 点点点点点点点

地地地 か

点

の方 イ点点 ら 番び地地

点角 地向

と

点、

地番
、

番



後４をに

す３の４

供欄

ま

。成志の神結囲

る平

檜事岬ぶ

を区、た

年山項地線れ
点域

月岸次海補区

１沿
海の岸

日岸との

北 海

北

昭そ 海

和の 道

関 告 埋

年係 示

北図

立

第

海面 地

道は の号

途示北
告、 用

道 公 報

面
ウ

点積

地地地地

のののの

点点点

第

地地地域

ののののの区

地地

点点点点点

号

平
成
十
四の区

年地域

一

補

全りのら

保お次か

点

域め点点

区改基

後らで

表。かま

のる１
点

檜点各

志基の

山

海

のの次

岸で順

沿まを

道
第
建 区区漁
施部

域域計港号設

用岸防

設海砂

地保災
全害
区課
域及

区区

指北
のび

音度
ののの域域 標 の

点点点

漁 地分地地地

港 点
原 と秒かかか

点 をのららら

結方方方方

ん向向向向

角角角 ＝ だ
線

度 に度度

次

ののののの

て音度
標 囲

点点の

漁 ま分地地地地

点点 港 れ

ら点

原 た秒かかかか地

方方方か

点 区のららら

域方方
向向向向向ら

角角角角 ＝

の
地 度 度度度

月
十
一次で

日

順

ののを

ら点結

か地に

点の次

地

金

だ

方とん

向

曜

地及

角の線

日

各に

度点び

及

海順線

丹をぶ

積点結

積結基

海のにび

北岸次

知丹ぶ点

道
事町線

海点点

堀項基補

の、と

小
）道

定海

保とと

岸１

業
次現
を木

部土
一樽

の
置
改え
に備
うに
よ所
の

すい
正

よ
っの分分分 て地
、

秒秒 囲点秒
方方 れ方 ＝のの まの

た向向向 区
域

点 ら地地 地 かのの の ）

点

点点

ま 分 の分分分で 地

を 、秒 秒秒秒 点

方方 方次 ＝ののの の順

方向に 向向向結
ん
だ
線
地び 地 かののの及 の ）

点 ら地地
点点点

と
結地

分をの

のだと

秒ん点
地

向、の

方線
の点
地と

だ 点らん 地か結 の点を

ぶ

区点結

達全補を

基基基基基

のと線

也域

の点点点点点点

かで基

ら

基基基基

沿を
道点
町各

に
覧
。縦
るて

い順座基

日４

昭そす９の４

供欄

関。成高の竹

和のる平

胆事浦 年係

１沿をび

北図年振項及

向
方

道は月岸次虎

海面

角

道
海
北

基補補補補補

告 点点点点点点

示
第
号

地 向の 方

基基補補補補

点 角

と
点点

基基基基基基基基

点点点点点点

４５６７８９

の線
基基基基基基基基

点

基基基
まっ
点よ
地に

点点

座基基

１２３

点点

に次標点点点

かかかかか

基に値
ぶ＝ららららら

点結

向向

ま線－方方方方方

向向向 で及

角角角角角 引び
い基

度度度度度 た点
線

分分分分分 、と
基補

の杖

秒秒秒秒秒 点点＝

海 告、
海保お地

示北日岸と浜

道全り区

第
建区改海

部のるの

号設域め岸
基

岸防日の

海砂表。次

全害胆点

保災高

点点点

域及沿か

区課振

点点点
１
らららら

かかかかかか
向向

方方方方方方

らら
角角角角角角

向向向向

度度度度度度

分分分分分分

点点点点
秒秒秒秒秒秒

点点点点

３４５６７８９
らら

かかかかかかかか

方方方方

らららららら

向向向向向向

方方方方

角角角角角角角角

向向
度度度度度度度度

分分分分分分分分

点点
秒秒秒秒秒秒秒秒

かか

値１２

標
向向

－方方

＝らら
角角

度度
分分

－ 秒秒 ＝

ののののの

方方方方方 とと

向向向向向 補を
点結
ぶ
と線の
囲ー 地メメメメ をにメ

ト ぶまト 点ーーーー 結

ルルルル 線れルトトト

補区地のののの 、たの

点点点 点域点地地地地

点

点

指北の基

のび岸ら

定海
蘭海で

の室老ま

）道白

木海の各

部土北岸の

一
業知老を

次現道白点

を
うにの次

よ所事町順

の

の

改え海結

に備堀項に

方方方方方

ののののの

向向向向向向

方

メメ

ー ーーーーー メ メメメ
ルルルル ト トトトトト
地地 の ののののの ル ル

点 点点点点点 地 地地地

方方

のののののののの

向向向向

方方方方方方

向向向向
メ

ーーー メメメメメ メメ

トト トトト ーーーーー

ルルルル ルルル トトト
地 ののののの ののの ル

点点点 地地地地地 地地
点点点点点

のの
方方
向向

の
ルト トー 点ーメ 地メ

四のル

〇

点
補

ら
か

点 点地 地の

、

すい保線

正置岸ぶ
ま

域点

。縦区基

るて達全

覧也

にの



北

平

１２３

海

成 道

９

公工事工

告 事 共事の

平 年 示 の 下の区

成 北 第 完 水内域

十 海 道容又了四 道 号 の及は

年 名び区告 の

一 称工間日示

北 海

道 北

過の 海

疎工平 道

地事成

補補

告 点点

域の 示

自一年 第

立部１

促を月 号 補補
点点進次
特の日

道 公 報

点点

基基補補補補補補

点点点点点点
点点

基基基補補補補補

点点点点点点

第

点点

基基基基基基基基

点点点点点点
点点

基基基基基基基基

点点点点点点

号

点点点点

基基基基

点点点点

基基基基

月 第

十
一 白幹平

日 線 滝成号

管 村

渠 特年補

ょ
き

助 定
環月金

金 等 紋 境で
別 保日の

曜

白 公付

郡 全交

日

ら措お

かか別と

滝 共に

了

向向法完

方方置り

ら
角角

平し
成た
。 度度

年
法 分分

律

のの第 秒秒

かかかかかかかか
方方

方方

らららららららら

向向向向

方方方方方方

角角角角角角

向向向向

角角
度度度度度度度度

分分分分分分分分
のの

秒秒秒秒秒秒秒秒

方方方方

のののののの

かかかかかか
方方方方

らららららららら

かか

向向

方方方方方方方方

角角角角

向向向向向向

角角角角

度度度度度度度度

分分分分分分分分
のの

秒秒秒秒秒秒秒秒

方方方方

のののののの

らら

かかかか
方方方方

向向向向

方方方方

らら
角角角角

度度度度

分分分分
方方

のののの

秒秒秒秒

道る

字 水す

村 下関 方方

限

滝権

白

の
一 か

の 先

） 地

任 地

委 番

部 ら

を

） 向向号

次 番

第
条北

トト１道 ーー第海 メメ
地規 ののの事 ルル項知

向向

る
よ
に 点点定堀 地

向向向向向向

メメメ メメ

ー トーーメメーーメ ー

ルルト ルトトーートト

ルルののル のルルトト

地地のの地地の 地のの

点点

点点地地点点地 点

向向向向向向向向

点

メ メメメ

ーー ーーーー メメメメ

トトトト トトトト ーー
のの ルルルル ルルルル

地地地地 のののの のの

点点 点点点点 地地地地

向向向向
点点

トト

ーーーー

メメメメ

のののの

ルルルル

トト

の 地

点点点点

地地地地

係

渡網関

まに
う ２

よ の

島走
山部冊業成

檜東別林平

、及」指

志十省事１

後びは導年

下也

共
公達

胆勝略務月

森萌係森

留関
水

び冊業成

林林 及別林平

法法

釧」指

根省事１

昭昭 路は導年

鹿稚厚

北

室略務月

和和

道
海市月

貢町
会）形追内岸

社区

定

賞名町町市町

献村

北し

海肉道。成 北食海た平

表

グ施規１ ア理彰年 道処

成部

す平政

正農

改

則月

所

る
。

月事

１の

年管

振のし所
、、日 、

別道

振林の係

胆森そ関

、区は林

部画冊有

東計
海セ

高係北理

日に、管

狩域水タ

石地道ン

、る
空森産ー

年年 のし所

律 森そび

法法 ２、及日

計別係

第第 林の関

律
画冊道

に、林 ）） 区は有 号号

る海理 ５５

係北管 第第

域水ン 第第

地道セ 条条

氏赤ク加志

森産タ １４

町ウ 又１ク藤田 名川テ
う弘雄 団ゆ 内

はシ一敏

リ設

名村
ほ 体会

ネ事成 ジ備平日 ビ整

公

援道 支海 急北 緊年 ス業

第 業則 事規

項

号

る
え

加
を

項
２
の
次

日に

い

、計務お

知林林に

。

変林一

川の森て

上画部

、計画の北

部更計般

南
川を、覧道

上画課縦海

四 北別関に知

一

堀

、の支す

部冊係供事

項項
谷お経。

宗と庁る

規規

計務に のの

林林ー

にに

を森い 定定

画部お

りり

冊計一 よよ

別林て

と課の海 、、

の画般北

覧知 成成

お、縦道 平平

り関
決係に事

定支供 年年

し庁す堀

功道河住同

た経る 月月

の護護都

愛愛 績宅 路川

北功功功 内業業
市 事事

）

堀
事
知

道
海容労労労

く
づ

基
に

表

北

を
者

賞
受

の
彰

表
事

知

決部

、り済

堀
事

知
道
海

課也

西し務

走定林達

網
、。、

部た

。済。
務 けけ

林達 付付

部 日日

次

也
達

、、、

で課也で 也
達

決
り

お
と

の



成

の平落試落平

次

１２

と成札験札

に調を お
り年係査決年

一１る船定

定洋た５

般月特北し月

競
争日役丸日日

北 海

北 ７

海
道 平契

立 成約名所

稚 に在

内 年関称地

水 北す

産 海る

試 道事北北

験 立務海海

道 公 報

３４５６

契一一 落落

約般般 札氏住札

の競競 者金

相争争 の名所額

手入入 氏
及楢室をの

名円方札札

び崎蘭決公

第

１２ 北

次 海

の平落試落平 道

と成札験札成 立

に調を お 中

り年係査決年 央

一１る船定 水

般月特おし月 産

定やた６ 競 試

争日役し日日 験

号

平
成
十
四
年
一

理

に名修

札の架

入務上

数一

落び事

り及工

よ称

し海

定北

決
を

者量式

札
た道

場 中を道道

告 央担立余道

示 水当中市立第 産す央郡

稚１ 試る水余

号 験組産市内 場織試町

水

示名場中

告の験浜

産 第称総町

試 ２及務

号び部験

し

住造市定告

地 所総番

続

式町手

株地た

所船築

会

務お

社
役

締
取

表
代

番 社

入 場

札の丸 告

に名上 示

よ称架 第

り及修 １

落び理 号

決式

を一

者量事

札数工

た道

し海

定北

月
十道
一立 日

中
央
水

金産
曜試

験 日

長
場
験
試

産
水

内
稚

。立
崎

山

場

地課

在務

告
示 水

央
中

。立

治
俊

林
小

長

池
小

長
場
験
試

産

場
告
示

４５６

宏

契一一 落

約般般 氏住札

の競競 金

相争争

方札札

手入入 円 名所額

１２３

札成札

落落平落

札物パ物

者 に品ー品台を

氏

係等ソ等×決年の

るのナの２定

物名ル数校し月名

北

次 海

の平 道

と成 教 所

お 育 在

り年 庁

一１

地

網

般月 走

４５６７

雄
幹

契随随地契 落

約意意方約名 札

の契契自に 金

相約約治関称 額

手に施す

３

円方よ行る 名
氏
の名所

者
札氏住

落

定告

通京決公

日東をの

田手

株代た

事千し

商都
３

代田
神

社外

会区続

式

及

締目

取丁

表

品称コ量た

のピ通住

等ン普日日び

の

及タ

称ー）

名ュ科所

借

量貸

数賃

び
当２

月
１

競 教 北

争日 育

入

海

局

札

道

告 稚道

に 示 内教よ 第 市

育り １

落

末

号 広庁 ４札

網

目を

丁者

走 ５決

教

務海

をっ令事北

番定北

決た

し由和担立

定理昭を道

当稚 た

組産

続政る水

手年す内

の験

第織試

令

稚

第及画

）称企

号名場

湾末

住港市

び内内

及稚

１

式目

株丁

設１

施広

所

社番

会
表

代号

役 た式

章
本
橋

号

長９

社番

し海

）
価

単
り 育 号た道

局

育

。教

告庁

示

び総

高
長
局
育

教
走
網

所務

第
項
１
第

２地 の在部 条

倉
米

役
締
取

定
規

の
号

６ 弘

四
二

。
る

よ
に

良
正

澤



北北北

アイアイ

平 海氏住海氏住海

成 道道道

十 帯名所帯名所鹿

四 広広追

年 柏柏高

一 葉ホ江葉帯等

北 海

２３

折札成札北

落平落アイ

者海氏住

北
海りを

氏帯名所

道畳決年の道

鹿式定

及柏

追椅し月名広

高子た

等な日日び葉帯

道 公 報

海ー

北カ北除北脚北カ

道な道テ

海ー海雪海立

帯な帯ど鹿ン

道テ道機

追な

帯ン
広な広ど広

柏ど柏４柏点高ど

葉点葉等 葉

第

１ 北

次 海

の平落 道

と成札 教

に お 育

り年係 庁

一１る 十

般月物 勝

品 競 教

争日等 育

号

７
に在

成約名所

平契
北北

海る
北す

年関称地

教務海海

道事

月 高ク別高有広学

十 等ト市等）市校

一 学ヤ工学村大校

日

金南改

校ン栄校上通舎

舎物９築

校マ町校

舎ー
改番改店丁に

築株地築目係

金

表番物

に）６に代５る

係係

曜

物表物締

る代る取地品

日 品取品役カ

所等）市

学ど住高株広

校

条

舎校ナ４

校点学ハ西

築舎カ南

改校オ

に改
取１

るに表目

係築代丁

物役５

品る締番

物係

会品号

高高学点

学学学校

等等等校 点 高

舎築

校校校改

校校校舎

築築築係

改改改に

舎舎

る品

係係係物

にににる

物物物

るる

入の
品品品カ

局

札名 告 道

に称 示 教よ及 第
育りび １

落数 号 庁札量

十
を

者

勝決

教

し海

定北

育

庁担教網

育を道道

た道

網北

走す庁市

網当育走

局織教条

育組走７

教る
企丁

示名局３

告の育西
務

号び総

４及画目

第称

締ー

所

上類

械具ン

機役工村テ

次

次
勝正

）））

類林類

議花

郎

）ン啓

類テ

具ー岡

用カ

ー

）治
類

類類

ー械具ン

カ機工テ

）
類

ン）））

テ類

局

育

。教

告庁

示

在課

野
白

長
局
育
教

勝
十

１

地

調北事調

成入

平アイ

札
を道用を

に 年達海務達

協
月す帯机す 付 １

北

次な定

７

海

のおの 道

と、適

契

教

おこ用

約名所

育

りのを

に在

庁

一入受

関称地

十

般札け

す

勝

５６

る

約般般成

契一一平

北 北

の競競 海 海

相争争年 道 道

手入入北 鹿

覚

追追方札札海 円円 鹿

４
落

北 北 イ札北

海 海 金海

道 道 住額道

帯 帯円 帯

広 広 所広

鹿

氏住道氏
海

アイ北ア

る広なる す 名所追名

品 事

日物柏ど物 る
品葉

仕

の等目の

項等高品等
等

称校様

名学
及校

札

量築入

数改
び舎点

競にる

北体説

教

争係。

事北北

育

入る

務海海

局

札調

を道道

告

達

担教帯

示 当育広

以は 第

下、

す庁市

２ る十東

号 組勝３

織教条入

名局３」４

の育南札年

称企丁と月

及画目い

等等決公教

高高をの道
十

校校し庁

学学定告育

改続教

舎舎手勝

校校た

係係告

にに局

築築育

改

円

品品８

物物第

るる示

高高高

葉葉葉

柏柏柏 円

校

市学学学

広等等等

帯

舎舎舎

７校校校

西校校

に

１築築築

南改改改

条

るるる

目係係係

丁にに

帯学
等
高

９

舎カ

）市校）

株広校株

オ条築タ

ナ４改ネ

ハ西
係代

カ南に
品締

表目物取

代丁る表

）及

道館書

海育明

取１

十る求

庁係要

育にび

教
育購書

教品様

勝物仕

四 局入に

三 長よ

び総う日

器

白務。

事る

をケ

在課）ラ

所務。マ
成

る作
すで

施ュ
実シ

地
号

府
政
た

れ
さ

。

類類

ン具

テ用

ー議

カ会 地品品品

番物物物

）） ）

テ類類

ー械具

カ機工

締番役

）
類
ン）

具田

花用
号議金

役５会

電

野・

治

男

啓

）和

岡類

る
す

関
に

達
調

覚）
類
気



交て

落財っ契要そ

イも

付則札

者書 規入

札約 務
第の の作
有 決成
効 定の 方

北 海

札交

税入号規入

アイア

入札入）則

証と明

札 以第 札保」説

に付 保 下
参金い書 条 証

。交場 の 金 消 加をうの

費 し納

道 公 報

札札
札

入開開
入

イウエ
証 日場日

保 札

第

札入

次契北北入

アイア

条道道執

の平道約海海

行項帯教行

い成が

札 ず

市庁場

れ年うを広育の

名す東十所場 に北指示

も海

号

入

ウエ

平納納札

成に
十入入参
四加
年

期場す
一

法入否他 第な 方要 条 る

規 北ア限 のに 項札 １ 法
所） に

道場。 定 海のる
定

庁交た り

育でし よ

教
る落 た

勝すを め

十付者

及 納 税 よ付）付 ７ の

教

関 び 付 等 うす第に所

の 」 とる

す 北

るとる北 海条 免 と すこ
、 う 者。事海 道か 除 い

帯 務第 納 。 は項道 財ら

付 ） 、

広 規
方 相 そ
額 者ま東 法 当 の条市 則
の条 和 は を ので３ 昭 等

成アイ

時所時金

、 含 見

にに

育道課平

局帯）成
年同同 会広

２月。。

議市年２じじ

３月４

室東
３で

送南日ま

郵条５日

に

教び所

該道競場３勝及

示入南育日

当告争所条
丁企北

る第札３局時

す

に こ
にす総道

と号関目画海
市

定指課広

規る務帯

。

止条

物停３

るを東

す名
品

月者

十日所に

一必

日

道格

成海資

平北な
要

年帯

金

月柏
３広

曜葉
日高

日等

企と 価

局者 定

育。札 予
限

務。 制

総る の

画す 格
低

最
で

内
囲

範
の

課

む 積定南

る丁 北 方 。 もめ３ 年 地
道 治 の たと目 海 自 ） っ
契こ 法 約ろ 財

額よ 規 の行

金に 務 分施

る 則 ５令

消。 第 に
相昭 費
税号 当和

及。 す

）必

よ丁火に

び以 る年

前こ

合北午の

場着

る目

と

は海
、道
便育）

郵教時。

勝に

号十送

番庁郵

教よ

局場

－育る

目

入て丁

購れ３

のさ南

をこ海

格い北

資な
のい

こ支

る勝

す。十

有と道

）校
月学

階

。４

と庁

南
条
５
東
市
広
帯
道

海
北

を
格

価
の

２

．

方以令

地下 額政
務

消財 上第

費の
．１２．

キ
詳
細
は
、

企合

オカ

海務平

北総、

画は

ウエ

所約本のの

契契日ここ

及札札

にの語入入

約名

イ

教
勝
十

関手

りの落者

入す切係分業
札で

る 札落る

課 札 金額捨

者あ

各す

ア
）
目
丁

決 額をて げ
の掲

札に。

開号る

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

に日び執

す在続び及の

い国約は

事お本契行

る

、公

をて通は、

務称地

当北郵電用調開

担使貨
る手る

す海便話す達す

教号号言続。

る道番番

織育語の

組

及停 の庁

び止

加たとる に 税

－ 名十－

に に算金なか 相 事 定 等

す 者 当 係し額っを 当 業

者し る で た るた）た申

額もは出 金 あ っ 消金を
か は 税っ、る 額 る て 費

を
札と 入 免 、 等当て落こ

金札決。 札 税 入 の該落
業 書 扱額価定 書 事 札 取

と速 記 者 に いに格後 に

札
お入

にる
時

載 で 記１

公
にの

２こ
、び
て及

い
る
資め

る定
すに

定告
規

格

通等 称勝

貨が － 及教
び育有
り 所局北

得

帯。 内 地画道る

在企海
務広線 総
課市
東

す あ 載円すや

３
南

条
３

れ満のに る る さ未るか

、費 と を たので消 こ か

等

わ 額数入税 。 問 金端

課 、 当あにの ず にが札

事 積 金と加税 見 該る参

者 っ のはる業 も 額きす
、者た

関
しに

有札
を入

そはで

に し件 の条
者る

いす
な

た 四入違

四

入 財た 、し 札反

目
丁

端消る の約 の、あ 分契

金税免 に額 数費か ５金

額等税 相の

事 当をに

無 第、 則は 規札 務
効
条と



入落財っ

アイも

平 札務 札交交て

成 者規 説入

十 の 付付則 明札

四 第 書決年 の有

定 場方一 交効

北 海

。入則

入む規

ウエアイ
札 札札）第

開開入

札札保 にの

条 証 保参

の 証し 場日分か 金 加

道 公 報

海海札入入

北北入
アイ

育の札札 帯教行

道道執

東十所場日 市庁場

広

第

道約

入次契

イウエアイ

い成が条

調納納札の平
行項

達に

入入 を参ず
に北指示

す加れ年うを

物るも海名す 期場 るす

号

２
に達海ス

札調北ガ

入
ア

広ど すす帯な 付を道台

条 物柏５ る
る

月

第 付な 方

十

１ に所法法入

一

項 関札

日

る 規 る北北ア限 の すに

項道道場。 定 事海海の

よ

帯教所） に

金

定

市庁交た り

広育でし

曜

た

３勝すを め

東十付者

日

５第 納 よのら

条教る落

付 所時金うにの と

成アイるま 当免 す条 相

にに者で す除
る、

じ、定 額納 年同同はの
方 月。。そめ 以付 ２じ

等 日者と の法 ４のる 上
、 で見ろ 札は まのこ 入

日

条教び所時

３勝及

保

北育道課平

３局時

南育
目画海局帯）成

丁企
総道会広

課広室東２

務帯議市年

市３月

に３

３送南日

東郵条５

条

当告争所

品者該道競場
札

の必す示入

等日所に

に

仕要る第

様平北なこ
。にす

等成海資と号関

道格

名

入３広定指

年帯規る

葉るを

札月柏す

説
書等品止

明日高物停

の等

項等高目

品葉品 事
び舎

及校点

称校５

名学
量築

数改

者 定

南育。札 予

館
育

体

目画す 格

丁企と 価

３局

範
の

課限

務。 制

総る の

証地 に積に

低
最

で
内

囲

を自 着っる 金方 必もよ

約付法 こ契納治 のた。
令 ）額る行 。金す施 と

と第
こ
消。 費

南よ丁火

相７

等の

税条

目合北午

丁場
３る目）

は海前

北、道

道便育

海郵教時

勝に

勝号十送

十番庁郵

支

教よ 庁

局場

４－育る

）校購れ

及月学のさ

階

要入て

び

格い

仕海資な

求北のい

に広有と

書帯をこ

様道

。５こ

る東る

よ市す。

物
る

係
に

）

２
南。

条と

入
購
品

を
格

価
の

）
類
備
設

．．

含務

を財

額び

当及

．１２

オカキ

ここ詳

のの細

入入は

札札、

企合

海務平

勝北総、

十画は

ウエ

教

者約名所約本

業契契日

あ関手及

札でにの語

落

イ
）
目
丁

者
の

号る入す切係分

各す

る に。札落るり
課 札 掲金額捨

決 げ額をて 作の

書札

約開

契要そ
ア

の

及の入

び執札

契行説

約は明

は、書

、公に

調開よ

達する

手る。

続。
の
停
止

かるに日

とるす在続び

称地い国

っを事お本

な

使貨

者しをて通

た申務

、る当北郵電用

は出担

番番る

落こす海便話す

。組教号号言

札とる道

定織育語

決

及 後の庁

び

等加たに 税

－ 速名十－

業 に 入に算金相 事 定 る

た）す 者 当 札係し額当

っ び消金をる で た 及る

っ額 る て こ費額も金 あ
を か は の税
の該落入 免 、 公等当て
事 札 に取金札札 税 入 告

に格に 業 書 定扱額価書
で 記 る１と記 者 に めい

否他
い 要

お のに 成時

載 格
資

る
す

定
規

に
２

、
て

四
五

等
が
有
り
得
る

通

。

や称勝

貨 － か及教

にび育

消所局北
帯内 税地画道

費在企海

の務広線 等総

課課市

税東

円す

で３

者南

業条

事３

る る さ 札未るす あ 載 入

た 関のでこ か れ に満の
数入。 問 金 す端、と を

あにず に 条が札
わ 額 る

と加見 該 にる参、 当 件

はるも 額 反きす積 金 違
た、者っ の し

た

の
者

い
な

し
有

を
入そは 財

、
札

入
た

し

事
税
免

か
る目

あ丁

は端消 の約 札の、 分契

無金税 に額 、数費 ５金

効額等 相の

と当をに

第
則

規
務

条



札交交

む規入

アイアイ

明

札 札）第説

入。入則

付付 保 にの

書 条 証 参

の

の し交場方 分か 金 加

北 海

札札
札

入開開
入

イウエ
証 日場日

保 札

道 公 報

札入

次契北北入

アイア

条道道執

の平道約海海

行項帯教行

い成が

札 ず

市庁場

れ年うを広育の

名す東十所場 に北指示

も海

第

３

調納納札

入入

アイウエ

に達海ッ達に

札調北モ
す加 付入入 を道プを参
場 る広どるす すす帯な

物柏６物る る期

号

平
成
十
四
年
一

に所法 ５第 納 よ付 のら
付 う

関 にの と

る北北ア 当免 す条す 相
者で事海海の す除 るま

額納 はの項道道場 る、

広育で 以付 、定帯教所

法 のる市庁交 上方 そめ

勝す 入等 者と東十付 の
見ろ条教る 札は のこ３

平成アイ

時所時金

保、

にに

育道課

局帯）成
年同同 会広

２月。。

議市年２じじ

３月４

室東
３で

送南日ま

郵条５日

に

教び所

該道競場３勝及

示入南育日

当告争所条
丁企北

る第札３局時

す

に こ
にす総道

と号関目画海
市

定指課広

規る務帯

。

止条

物停３

るを東

す名

日所に

品葉品品者 事

品

要

の等の必

項等高目等
様平北な

名学仕

称校

道格

及校点等成海資

び舎

柏

量築入３広

数改年帯

札月
葉 体説

館書等

育明日高

月
十
一
日

金

曜

日

よ３局 証地 積に南育。
画 を自 っる丁企 金方 も

務 付法 契総 納治 た。目

こ令 額る行 金課 す施 約
と第 消。 費

よ丁火に

相７

等の

税条

合北午の

場着

る目）必
と

は海前こ

、道
便育）

郵教時。

勝に

号十送

番庁郵

教よ

局場

－育る

目

入て丁

購れ３

のさ南

をこ海

格い北

資な
のい

こ支

る勝

す。十

有と道

校

）及月学

階

。４

と庁

係要

にび）
帯

品様道

物仕海

る求北

よ市

入に広

購書

掃南

館条

育。５

体る東

含務

を財

額び

当及

除２

．１２．．

企合

海務平

北総、

画は
エオカキ

契日ここ詳

所約本のの細

の語入入は

ウ
教
勝
十

手及札札、

落者約名

す切係分業契

札でに

る るりの
課 額捨

者あ関

）
類）

具目

用丁

をて

アイ

約開号る入

契要そ各す

の札 掲金

書札に。札落
決 のげ額 作

者規入

札務て

落財っ
も

の則札

日び執札

在続び及の入

国約は明

お本契行説

に

、公に

て通は、書

地い

する

郵電用調開よ

使貨

番番る手る。

便話す達

語の

号号言続。

及停

び止

事 加たとるす に 税

－ －

を事 当 業 算金なかる 相

）た申務称 す 者 し額っ
金 あ 金を者しを る で た

る当北 額 る 額もは出担

を か っ、

る道 入 免 当て落こす海

決。組教 札 税 該落札と

業 額価定織育 書 事 金札

名十 記 者 に格後の庁 に

定 る等 成時

載 で １と速

当 札係 要

おに 入に のに

っ び消

てた 否他及る

い

等

には の税

２て こ費

、

札 に取

定入 告の

規、 公
る
資に めい

る書 定扱

す

第

格記

有 決

効 定

に 項札 １ 法入 第な 方条
し よ

） に
。 定る 規限 の

者 定
た り

通等

貨が －有
り 北

得

広線 帯。 内 道る

海
市
東

あ 円すや称勝
３

南
条

３

び育 る る 未るか及教 す

ので消所局 こ か 満のに

画 。 問 端、費在企 と を
ず が札等総

わ 数入税地

見 る参課課 、 あにの務

る業 も きす事 積 と加税

入

そはで た 、者者 っ は
た 関
しれ に

有さ 札
を載

のに 条
者額 る

い金 す
な

反 入金 違 た該 に し当 件
た 、の し 札額

財

価
者 定
札 予

落 た
を め

入

限
。 制
る の

す 格
と

四の

六

の、あ 契

目
丁

で
内

囲
範

免 額 数費か 金 端消る 約

額等税 の 金税

事 をに

第、５ 則はの 規札分 務
無に
相 効

を
格

価
の

低
最

条と当



入む規入

エアイ

平 開入。入則札

成 札 札札）第説

十 明 札保 にの

四 書 条 証 保参

年 の 日分か 金 加

一 の 証し交

北 海

行
執

札入入開

入
アイウ

所場日場 場
の札札札

道 公 報

海海

入次契北北

エアイ
が条道道

納札の平道約
行項帯教

にい成

入参ず

示市庁

加れ年うを広育

海名す東十 場すに北指

るも

第

４
調北得調納

入
アイウ

札
達海点達 に
を道板を 付入 す帯なす

る広どる す

期 物 る物柏

号

のら月 ５第 納 よ付

十 付 時金うに に一 関 の と相日

除 イるまる 当免 す条す

はの項 る、 に者で事 す
以付 じ、定 額納 同

金

の法 のる 上方 。そめ

曜

札は のこ 入等 者と

日

日
び所時所

及

保、 見ろ

に

北育道課平成ア

時
海局帯）成
年同 道会広
東２月。

帯議市年２じ

市３月４

広室
３送南日ま

東郵条５日

条に３で

所条教

者該道競場３勝

す示入南育

所に当告争
に丁企

要る第札３局

必
北なこ
にす総

海資と号関目画

定指課

帯規る務

道格。

高物停

葉るを

柏す名

広
等品止

品葉品品 事
項等高目等日

の等の

名学仕
様平 称校
及校点等成

び舎
数改年

量築入３

に札月

係説

物書

る明日

っる 金方 もよ 証地 積に

約付法 契納治 た。 を自
と第
こ令 額る行 金す施

消。 費

よ丁火に

相７

等の

税条

の

丁場着

３る目）必

南

と

は海前こ

目合北午

北、道

道便育）

海郵教時。

勝に

勝号十送

十番庁郵

支

教よ 庁

局場

４－育る

入て

校購れ

学のさ

階

こ

道格い

海資な

北のい

東る

市す。

広有と

帯を

品及月
２
南。

条と

５こ

求

入要

購び）

等よ

具に

器書

育様

体仕
。

）る

含務

を財

額び

当及

．１２

キ
詳
細
は
、

企合

海務平

勝北総、

十画は

ウエオカ

教
所約本のの

契契日ここ

及札札

にの語入入

約名

イ
）
目
丁

関手

りの落者

入す切係分業
札で

る 札落る

課 札 金額捨

者あ 決 額をて

る

財っ契要そ各す

もア

規札 入に。

約 務て開号

のげ 作 則の 札掲

書

の 付付
者

札 交交
落

アイ

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

に日び執

す在続び及の

い国約は

事お本契行

る

、公

をて通は、

務称地

当北郵電用調開

担使貨
る手る

す海便話す達す

教号号言続。

る道番番

織育語の

組

及停 の庁

び止

加たとる に 税

－ 名十－

に に算金なか 相 事 定 等

す 者 当 係し額っを 当 業

者し る で た るた）た申

額もは出 金 あ っ 消金を
か は 税っ、る 額 る て 費

を
札と 入 免 、 等当て落こ

金札決。 札 税 入 の該落
業 書 扱額価定 書 事 札 取

と速 記 者 に いに格後 に

第時

載 で 記１

に 有る 成
効入 の
否他及 第い な札 要 条お

２ にこ 項、 札び １て 入

告 定規 る公 規に 限の の

る し定 よす ）に に定 。

方
決

格 者る 定資 ため り

の

北北ア

所法法
方

定 場
育で

帯教所

道道場

海海
東十付

市庁交

広

四
七

通等 称勝

貨が － 及教
び育有
り 所局北

得

帯。 内 地画道る

在企海
務広線 総
課市
東

す あ 載円すや

３
南

条
３

れ満のに る る さ未るか

、費 と を たので消 こ か

等

わ 額数入税 。 問 金端

課 、 当あにの ず にが札

事 積 金と加税 見 該る参

者 っ のはる業 も 額きす
、者た

落札 たを を入 め

そはで

価な 者関 定し 札に 予有

る条 の者 する 格い とす
違 のたに 限し 。件 制の

財た 内、し 囲札反 範入

育。

条教る

３勝す

入 で

課
務
総

目画
丁企

３局
南

目
丁

端消る の約 の、あ 分契

金税免 に額 数費か ５金

額等税 相の

事 当をに

第、 の則は 低規札 最務
無 価

効 格
を条と



札

入開開入
入

イウエア

場日加
保参 札札札に

札
証し 日

北 海

海札入

契北北入

アイア

成が条道道執

平道約海

行項帯教行札

示市庁場

年うを広育の

海名す東十所場 北指

道 公 報

調納納札の
入次

イウエ

を参ず

海点達にい

北得

に

鹿なす加れ 入入 道板
物るも 期場 追どるす

高

第

５
調

入
ア

札
達 に
を 付す する

る物

号

．．

平
成
十
四
年
一

イる
す

と

時所時金う
よ

にに者

道課平成ア

帯）成
年同同は 広

月。。そ

市年２じじ、

条５日者

３月４の

東２

３で見

南日まの

条教び所

道競場３勝及
局時

示入南育日

告争所
に丁企北育

第札３

す総道会

号関目画海局

指課広室

規る務帯議

に
す名市

定

条に

物停３送

るを東郵

品止

等日所に当

等品品者該

校仕要る

校の必す

学目
様平北地なこ 舎

格。

海 改点等成）資と

道 築

鹿 年
高 育札月

追 体入３
等 館説

校 に書

学 ）明日

品 事
項等
の
名
称
及
び
数
量

月
十
一
日

金

曜

日

着っ

目）必も

丁火に積

と約

海前こ契

北午のた

道
育）額

教時。金

庁郵

等

教よ税

勝に費

十送消

る

のさ南よ
局場相

育る

い目合

入て丁場

購れ３
海郵

格い北、

資なは

の
す。十番

有と道便

をこ
こ支

る勝号

と庁

。４－

係及水

階

道 品求海 物要北 るび）
書東 入様河 購仕

町

運る追 育よ鹿 体に郡

類１

具町

器西

動。

含

総、を

画は額

企合当

務平

．

エオカキ

契日ここ詳

約本のの細

の語入入は

手及札札、

ウ
教海
勝北
十

落者約名所

切係分業契

札でに

る りの
課 捨

者あ関

番
８

目

）丁

て

アイ

る

開号る入す

要そ各す

の札 掲金額

札に。札落
決 のげ額を

交て

入落財っ契

アイも

者書 規 説入

札約 務 札交

規
イ

書の作 付付則 明札

札 ）第

。入則

む
保 の

続び及の入

に日び執札

お本契行説

い国約は明

て通は、書

使貨、公に

電用調開よ

話す達する

番る手る。

号言続。

語の

及停

び止

相 事 たとるす在 に 税

－

額っを事 当 業 金なかる

る で ）た申務称地 す 者
もは出担 金 あ を者しを

を か っ、る当北郵 額 る

道番 入 免 て落こす海便

。組教号 札 税 落札とる

業 価定織育 書 事 札決
に
者 格後の庁

加

時

載 で と速名十－ 記

し

おに 入に算

に定 る等

てた 他及るた

い当 札係

２て こ費額

、っ び消金

には の税

定入 告の該

規、 公等当

る書 定扱額

す札 に取金

第

格記 る１

資に めいに

の有 決成

交効 定の 場方
法法入否 第 付な 方要 条

限 の すに 項 関札 １ に所
事海海のる 規 る北北ア

教所） に

項道道場。 定

庁交た り

広育でし よ

帯

条 証

東十付者 定

市

付 ５第 納 のら の 分か 金
にの

る、で す除ま 当免条 相

る 上方め 以付定 額納の

通等 入等と の法

貨が －有
り
得

内る

線。

あ すや称勝 す
る るか及教
所局北 こ か のにび育 る
問 、費在企海 と を で消
等総帯

わ 入税地画道 。
課課市 、 にの務広 ず 札

も す事３ 積 加税東 見 参

で３ た 者者南 っ る業条

満

有さ 札未

を載 入円
は

金 す端

なた 関の

しれ に

あ のに 条が

者額 る数

い

金 違と た該 にる し当 件

、 、の しは 札額 反き 入
た 財

る落 た

３勝すを め

入そ

局者 定

南育。札 予

条教

の

目画す 格

丁企と 価

３

囲
範

の

課限

務。 制

総る

地に 保、ろ 札はこ

で
内

納治。 を自る 金方よ 証
る行
す施

付法

四こ令 八と第
。

金 消る目 約 、あ丁 契 条

等税 の 税免 額 費か
事 に

５ 則は端 の 規札の 分 務
無金 に 第、数
相 効額

を
格

価
の

低
最

条と当を 務
財

び
及

７
の



入
アイ

平 札入入

成 執

十 札札 行

四 の

年

場日 場

一 所

北 海

約海海

入次契北北

アイ

い成が条道道

札の平道
行項帯教

に
参ず

示市庁

加れ年うを広育

も海名す東十

すに北指

る

道 公 報

６

北ス調納納

入
アイウエ

道ーを

に達海ト達

札調

る すす鹿ブす 付入入 を
物高物 る期場 る追

第

．．

号

１２

月 及

十 び所時

一 日

日

北育道課平成

時
海局帯）成
年 道会広

帯議市年２

金

市３月４

広室東２月

曜

３送南日ま

東郵条５日

日 条に３で

所条教

者該道競場３勝

必す示入南育

に当告争
に丁企

要る第札３局

地なこ
にす総

）資と号関目画

す名
定指課

規る務

格。

等３品 事

品止
物停

るを

校の

項等学点等日所

品

成

称舎様平北

名校仕

の

海 及改等

道 び築

鹿 数年
高 育札月

追 量体入３
等 館説

校 に書

学 ）明日

３る目）必

南よ丁火に
前こ

目合北午の

丁場着
と

は海

北、道

道便育）

海郵教時。

勝に

勝号十送

十番庁郵

支

教よ 庁

局場

４－育る

な
のい

入て
購れ

のさ

階

る
す。
有と
をこ
格い

資

係及水

。
と
こ

道 品求海 物要北 るび）
書東 入様河 購仕

町

暖る追 育よ鹿 体に郡

類１

具町

器西

房。

企合

海務平

勝北総、

十画は

ウエオ

教
約名所約本の

契契日こ

イ

関手及札

にの語入

りの落者

入す切係分業
札で

る 札落る

課 札 金額捨

者あ

番
８

目

）丁

決 額をて

る

財っ契要そ各す

もア

規札 入に。

約 務て開号

のげ 作 則の 札掲

書

札交交

む規入落

イアイ

明

者 札 ）第説

札 。入則

の 付付 保 の

書

に
札札

開開入
入

ウエア

び

す在続び及

保参 札札

い国約

事お本契

るに日
使貨、

をて通は

務称地
話す達

当北郵電用調

担

続

る道番番る手

す海便

織育語の

組教号号言
及停 の庁

び止

加たとる に 税

－ 名十－

に に算金なか 相 事 定 等

す 者 当 係し額っを 当 業

者し る で た るた）た申

額もは出 金 あ っ 消金を
か は 税っ、る 額 る て 費

を
札と 入 免 、 等当て落こ

金札決。 札 税 入 の該落
業 書 扱額価定 書 事 札 取

と速 記 者 に いに格後 に

第時

載 で 記１

に 有る 成
効入 の
否他及 第い な札 要 条お

２ にこ 項、 札び １て 入

告 定規 る公 規に 限の の

る し定 よす ）に に定 。

条 証

格 者る 定資 ため り

の決

のら の交定 場方 分か 金
付に所法法 ５第 納付方

関 にの
まる北北ア 当免条す 相

場 る、で事海海の す除
定帯教所 額納の項道道
庁交 上方め広育で 以付
入等と東十付 の法る市

所時金う
よ
証し 場日加

同は

にに者

アイる
す
と

等

者
の

。。そ

じじ、

同

通 称勝

貨が － 及教
び育有
り 所局北

得

帯。 内 地画道る

在企海
務広線 総
課市

四 東

九

す あ 載円すや

３
南

条
３

れ満のに る る さ未るか

、費 と を たので消 こ か

等

わ 額数入税 。 問 金端

課 、 当あにの ず にが札

事 積 金と加税 見 該る参

者 っ のはる業 も 額きす
、者た

落札 たを を入 め

そはで

価な 者関 定し 札に 予有

る条 の者 する 格い とす
違 のたに 限し 。件 制の

財た 内、し 囲札反 範入

教る 札はこ３勝す

入 で

証地に南育。 保、ろ条

を自る丁企 金方よ３局

施務 付法総 納治。目画

と第
こ令
る行課 す

。
金
約

契
た
っ
も

積
見
の

条

額

目
丁

税
費
消

端消る の約 の、あ 分契

金税免 に額 数費か ５金

額等税 相の

事 当をに

第、 の則は 低規札 最務
無 価

効 格

等

務
財

び
及

７
の

を条と 含
を
額

当
相



海札入

契北北入

アイア

成が条道道執

平道約海

行項帯教行札

示市庁場

年うを広育の

海名す東十所場 北指

北 海

調納納札の
入次

イウエ

を参ず

海点達にい

北得

に

帯なす加れ 入入 道板
物るも 期場 広どるす

農

道 公 報

７
調

入
ア

札
達 に
を 付す する

る物

第

．１２．．

号

カキ

平こ詳
成の細
十入は
四札、

年の入

一

び所

道競場３勝及

執札

示入南育日

告争所条教

に丁企北育

第札３局時

す総道会

号関目画海局

指課広室

規る務帯議

に
す名市

定

条に

物停３送

るを東郵

品止

等日所に当

業品品者該

学仕要る

等の必す

高目
様平北地なこ 校

格。

海 校点等成）資と

道 舎

農 札月
広 築入３

帯 改年
業 体説

等 館書

高 育明日

品 事
項等
の
名
称
及
び
数
量

月行説

十は明

一、書

日

。
る。

する
開よ

公に

金

曜

日

丁場

購れ３る

のさ南よ
、

資なは

のい目合

入て
と道便

をこ海郵

格い北

こ支

る勝号

す。十番

有
と庁

。４－

要校 にび）学 ）及金

階

係

書道 品様海 物仕北 る求
よ広 入に帯 購

具町

器田

育。稲

体る市

類西

ウ
教海
勝北
十

落者約名所

切係分業契

札でに

る りの
課 捨

者あ関

番
９

線

）１

て

アイ

る

開号る入す

要そ各す

の札 掲金額

札に。札落
決 のげ額を

交て

入落財っ契

アイも

者書 規 説入

札約 務 札交
書の作 付付則 明札

。入則

入む規

ウエアイ
札 札札）第

開開入

札札保 にの

るす在 に 税

札
入

イ

保参

当 業 金なかる 相 事 たと
申務称地 す 者 額っを事

金 あ を者しを る で ）た
る当北郵 額 る もは出担

て落こす海便 を か っ、
札 税 落札とる道番 入 免

織育 書 事 札決。組教号

業 価定 に
者 格後の庁

加

時

載 で と速名十－ 記

し

おに 入に算

に定 る等

てた 他及るた

い当 札係

２て こ費額

、っ び消金

には の税

定入 告の該

規、 公等当

る書 定扱額

す札 に取金

第

格記 る１

資に めいに

の有 決成

交効 定の 場方
法法入否 第 付な 方要 条

限 の すに 項 関札 １ に所
事海海のる 規 る北北ア

教所） に

項道道場。 定

庁交た り

広育でし よ

帯

条 証

東十付者 定

市

ら の 証し 場日分か 金 加

付 所時金う５第 納 よの
にの と

成アイるま 当免 す条 相

にに者で す除
る、

じ、定 額納 年同同はの
方 月。。そめ 以付 ２じ

等 日者と の法 ４のる 上

帯）成

道課平
時

日

入

広
条５

３月

東２

市年

あ すや称勝 す
る るか及教
所局北 こ か のにび育 る
問 、費在企海 と を で消
等総帯

わ 入税地画道 。
課課市 、 にの務広 ず 札

も す事３ 積 加税東 見 参

で３ た 者者南 っ る業条

満

有さ 札未

を載 入円
は

金 す端

なた 関の

しれ に

あ のに 条が

者額 る数

い

金 違と た該 にる し当 件

、 、の しは 札額 反き 入
た 財

る落 た

３勝すを め

入そ

局者 定

南育。札 予

条教

の

目画す 格

丁企と 価

３

囲
範

の

課限

務。 制

総る

で見ろ 札は まのこ

で
内

必もよ 証地 に積に 保、

のた。 を自 着っる 金方
す施 と約付法 こ契納治

と第
こ令 ）額る行 。金
消。 費

３
南日

税条

海前

北午

目）

丁火

道
教時

五育

〇

丁 契 教よ

勝に

十送

庁郵

額 費か 金 消る目 約 、あ

等税 の 税免
事 に

５ 則は端 の 規札の 分 務
無金 に 第、数
相 効額

を
格

価
の

低
最

条と当を

を財

額び

当及

相７

等の

画は

企合

局場

育る

含務 務平

総、



入次契北

アイ

平 札の平道約海

成 にい成が条道

十 行項帯 参ず

四 加れ年うを広

年 すに北指示市

一 るも海名す東

北 海

８

北キ調納納

入
アイウエ

道ボを

に達海ー達

札調

る すす帯ッす 付入入 を
物農ス物 る期場 る広ク

道 公 報

．．

第

．１２

カキ
こ詳
の細
入は
札、
の入
執札

号

語入

約本の

契日こ

エオ

に日び

続び及

手及札

の

月 者該道競場３

十 に当告争所条

一 必す示入南

日

に丁

要る第札３

地なこ
格。にす

）資と号関目

規る

金

す名
定指

曜

物停
るを

日

等日所

品業な品 事

品止

の

項等高ど

の等
称校目様平北

名学品仕

海 及校等成
道 び舎

年帯 数改

農 札月
広 量築点入３

業 体説

等 館書

高 育明日

行説
は明
、書
公に
開よ
する
る。
。

、

て通は

い国約

お本契

る手

話す達

電用調

使貨
語の

号言続

番
及停

び止

通等 －
貨が

な
のい

入て
購れ

のさ －

る
す。
有と
をこ
格い
資

にび）学 ）及金

。
と
こ

係要校

書道 品様海 物仕北 る求
よ広 入に帯 購

理町

管田

設。稲

施る市

等西

有
り
得

線。 内る

イ
落るりの落

入す切係分
札

る 札

課 札 金額捨

者

類９

品線

用１

決 額をて

）番
る

財っ契要そ各す

もア

規札 入に。

約 務て開号

のげ 作 則の 札掲

書

札交交

む規入落

イアイ

明

者 札 ）第説

札 。入則

の 付付 保 の

書

札

入開開入
入

イウエア
保参 札札札に

札

教行
道執
海札入

北入
ア

定 等加たと に 税 育の札

っ 当 業 に に算金な 相 事

るた）た す 者 当 係し額

金 あ っ 消金を者 る で た
税っ、 額 る て 費額もは
を か は
該落札 入 免 、 等当て落

事 札 取金札決 札 税 入 の

格後 に 業 書 扱額価定 書
で 記１と速 記 者 に いに

第時

載

に 有る 成
効入 の
否他及 第い な札 要 条お

２ にこ 項、 札び １て 入

告 定規 る公 規に 限の の

る し定 よす ）に に定 。

条 証

格 者る 定資 ため り

の決

のら の交定 場方 分か 金
付に所法法 ５第 納付方

関 にの
まる北北ア 当免条す 相

場 る、で事海海の す除
定帯教所 額納の項道道
庁交 上方め広育で 以付
入等と東十付 の法る市

時金う
よ
証し 日場日加

課平成アイる
す
と

時所
にに者

道
帯）成
年同同は 広

月。。そ

市年２じじ、

条５日者

３月４の

東２

教び所

勝及
十所場 庁場

画海局

企北育

局時
育日

市

課広室

務帯議

総道会

るか す あ 載円すや

東郵

こ か れ満のに る る さ未
金端、費 と を たので消

が札等

わ 額数入税 。 問

る参課 、 当あにの ず に

見 該五 積 金と加税

一

っ のはる業 も 額きす事

、者者 た

落札 たを を入 め

そはで

価な 者関 定し 札に 予有

る条 の者 する 格い とす
違 のたに 限し 。件 制の

財た 内、し 囲札反 範入

教る 札はこ３勝す

入 で

証地に南育。 保、ろ条

を自る丁企 金方よ３局

施務 付法総 納治。目画

と第
こ令
る行課 す

。

３で見

南日まの

条

着っ

目）必も

丁火に積

と約

海前こ契

北午のた

道
育）額

教時。金

庁郵

送
教よ税

勝に費

十送消

合
丁場

３る
南よ
条に
３

十番
道便
海郵

北、
は

目
支

勝号
庁

端消る の約 の、あ 分契

金税免 に額 数費か ５金

額等税 相の

事 当をに

第、 の則は 低規札 最務
無 価

効 格

等

務
財

び
及

７
の

を条と

は額

企合当

局場相

育る

務平含

総、を

画

４－
階

教海
勝北
十



１ 北

次 海

の平落パパ 道

と成札ーー１ 教

にソソ月 お 育

り年係ナナ当 庁

一１るルルた 釧

般月物ココり 路

品ンン単 競 教

争日等ピピ価 育

北 海 道 公 報

．１２．．

第

エオカキ

契日ここ詳

所約本のの細

の語入入は

続び及の入

手及札札、

に日び執札

在

号

ウ

平業契
成者約名
十でに
四あ関

年るす

一

入のュュ）

かる

局

札名ーー 告

に称タタ 示

よ及 第

りび １

落数１１ 号

７

者
札量式式

を

海１１

定北××

決台台

た道校校

し

道
教
育
庁
釧
路
教
育

い国約は明

お本契行説

貨、公に

て通は、書

地

達する

郵電用調開よ

使

。

番番る手る。

便話す
語の

号号言続

及停

び止

通等 － －

貨が －
月を事

十申務称

一しを

日

る道

こす海

る当北

出担
。組教

と

金

の庁
織育

曜

称勝
名十

日

。教

及教

）

釧科校

庁通学

育普聾

村
西

長
局
育
教
路）

局
告
示

有
り 北

得

広線 帯。 内 道る

海
市
東

所局
び育

目
丁
３
南
条
３

自幌

守

課
務
総

地画
在企

由市 事

党区同

主田

分民清

年

務

北第

びの

政 二 出旨平

支修要

治 か にの成

寄 関公

る１体 訂附 す表年団 ら

の 平月 正

北

政

７

海
道治 契

選資 約名所

挙金 に在

管規 関称地

理正 す

委

４５６

る

契一一平 落

約般般成 氏住札

の競競 金

相争争年
札海

手入入北 円 名所額

札成札

落平落

２３

方札

者 を

氏

決年の

定

道支
海一

し月名

局

人人他
の

区個法そ

札部

分

の内の 報

名藤柳

氏佐

訳名 告成
日 報

称 書告
海寄 あ一 つ北 が同 に年
選者 た者 て道附 っの い

由管 でら 自挙の のか 、

附 主委 同寄寄 民理 、の

北会海附 第で 党員北 法

法

年

員 事北北

会昭 務海海

告和 を道道

示 担教釧道

第年 当育路

選３法 す庁市

号律 る釧浦挙

第 組路見

管 織教２

の育丁理

称企１）

名局目号

委

教

松大をの道
及画番第

庁

リ市定告育

下阪決公

区手路

ス央た釧

ー中し

橋局

レ麗育

ク高続教

・
株目第

ト丁示

ッ１告

ジ
及

式６３

た

進組 名
・川

所
住

日日び

円 称

同同

告道
挙 の５ 道者 示選 条間 海

管 規万 札第

円の 幌

理 定

金 基）超 清委 に号を 市
き一る 区会 づのえ 田員

政をの 一員 、部も 第委

団の 部治次）政 支長額
住
所 体と の

員 び総１

所務号条

会

地１

在課第

告項

示

号

治
政

く
づ

基
に

定
規

の

役
締

取
表

代
号

社６
会番

治
淳

井
宮 五

二

り 計橋・ のお 会

区
平
豊

正党 任康在 支訂 責所 収
。 櫻書る之 告 者す地 報

及
入

収
の

体
団



１
収

．

平 入総

成 及

十 同び

四 支括

年 出

一 の

北 海

同同同同同

道 公 報

由市
自幌

事

党区同同同

主田
民清

務

道支
海一

北第

局

第

を
、

政
の の 同体 附団 寄分 治年

訳名

内

号

同同

月 あ表

十 る

一 団

日

桜
同体

金 井

曜

工
鉄

日

同同同同同

建 東
本ル協 ブンエ日マ

パタ

セ自コ栄

リトク

コバ車ナ土 クル動ウ

ッ

人他
の同同

個法そ

札部

ビ山

人

ン
パ建

藤柳ャ九 ジス

佐

称

ケ設 川

か者 同者附 の寄区 一
同

ン寄寄氏 パタの
らの分

附 で名 リト附 ブ

同同

５者 コ間 ク・ 年 ッ

ビ山

ケ設 ン
パ建

ャ九 ジス

ミ

ンスタル建

清
市
幌
札

ルヤ土

サイ

清

市市

幌歳

札同同千同

中

ー
サ

進組ア 名

豊清町
蘂
辺

同同同留

超
を ル円 円の称 サ万 ン

る
え金

も
の額 ）政

中所

市・

幌所

札住

ー
サ

ア

成
平

区
田

清町
蘂
辺

同留

び則要

区区

央田

月
１
年

北

政旨

に

海

の

支繁 改

道

公 か 出 治 め

選

表 ら に 資 る

挙訂 関 金 。

管す 規

平 正 理

成 の る 正 同

委

在

同同同同同

区区

平田

同同同同同

」
区地 党 央

同同

区
田

報 報 法

海
北

日

員告告年 会

北 が 書 昭
告

海 あ に 和
示つ

道 っ 第

選 た い 年
４

挙 の 同て 法
号

理 、 自 第管 で 、 律

同 由

山委

高会 第 ）主 忠員 号法 民
第党

島告

同同同同同

北

鉄奥 水 日建 町
寺新清豊

同同同同

空工 筋建 本設

本ス療

中平美日ビ医

同

法 央和幌

同同

鉄建全動人

安自

管
挙
選

道

グ技

陽ン

太シ

委
会
員

委
理

五 員

三 長

建示 条
規 第道 設第 の 条海
苫定 １

の 市基 の） 牧に 項号 小
に、部 一き 定一 第づ 規

を 支 基政次 部 づ治の の
のお 計 同政体と 会 く団

組

業調業 業 工村

治

建設運車井

同同同同同

通病

送流上

ー
サ院

コ

ル術

幌幌

同同美札同

ル
サ

プン

ー

任 団収り 責

之
康

橋

同同

す 平の報正 者 豊体支訂
の。 入山書る 区収畠告

石区央

清中白南中

」及

豊中

町市

区区区区

田央 石

中白

区区区

田平央

清

区区

央



自

振北
党

主

分胆民

年政由
苫

）道

党海

北 海

を
１
．資 政

収金 入総

理

治管

及

団 び

体 団

支括届 出体出 の

道 公 報

の金

・ら付 部か
本部交

そ収

支

第

自
主 管分胆民 金年政由 資

道 届党海 振 体北 団党 理

苫 出）

号

政

平治

成
十団
四
年体 一

部
支

所一
第

市
牧 支小

総
・

者

あ表

公 の る

職 団名の 体

収
告日

月

報年
） 称類

種

光 経

費
件

人

の入

他
の

収

小 者

耗

備消 支常

費
水

熱

所一 の第 職市 公牧 ・支

）部 類支 種
年
月
日

収総
月の 十
一

名 日

報
称

金

告

曜

収 日

額
収

額
越

繰
入
額

総
額

年

の
出本

年 支
・

前

入入

務
事

経
品費

品

出

額

支 総

織費
動

組活

出

計

費費
所

入額

本収

年額
越

前繰
入

年額

支総

出額

額
総

の
出

支
・

入

額

員
党金

年額
越

翌繰
特

選関 政

個 収

数 費
会

員

・

挙費
係

関行
機発

機
紙業

誌事

関の費
伝費 の

業 紙 治宣事 誌 の

繰

発

越
額

数
員

額
金

収
費

会
・

員
党

年
翌

個特

定
寄
付

団
）

体
分

分
体

団
あ
っ

入

人の
他

の
法そ 寄

分
人

小
治

政

政パ 行
資テ 治ー

そ
金ー

ィ
費

他 の 活業 の
他そ事

の

定

調研
計

費

小 業

内事の

人寄

分付

法そ団
）

の体 他
人の分

治分
体

政団

小あ
っ

せ

入
寄

ん
）

党
政

の

計
匿
名 附

業
事

内

計
合

収
入

訳附金
付

寄交

査費 動

究

費の費

他
の

そ経
部交

本の

計支付

せ

計ん
合

名
匿
党

政
）

計

附
の

入
収

業
事

五

内 四

訳金

無入
借

」

へ）
部金

訳金
入

借

等況

産状

資の



遊で平

の 遊のの

条務た
正 機技、成

適 技

平 化 の機同

成 等 認の規年

十 に 定型則１

四 関 及式第月

年 す びに９

一 型関条日

北 海

北 を

海 加

道 政自小え

公 治由牧る

安

団

民市。

委 主第

員 体党一

会 の北支

告 名海部

示 道

道 公 報

を

自削

団

附主治 寄民、 政 由り

道

の 訳海
内北体同

の党

名 同苫

第

。
る

め
改

に

収
金

付
交

号

そ
支の

・ら
部か

本部

る

月 法 式す第

十 律 のる１

一 検技項

日

の定
和 等上規

昭 定術の

に

法 す格よ
年 関規に

金

第 規適公
律 るにり

曜 則合示

しす北

日

称

昭てる海 号

第 苫

２ 道

号

附
寄区個

公

の分人

者

安

斉委

名藤

寄氏

員

・浩

附

会
者市寄区

の牧
一小称

者

支の分

ら一者同 か第附

望 寄氏 附の社希

寄部
の

会 で
間分祉里 附名

年年福の

者 万附人

５寄・法

入
光 経

費
件

人

の
他

の

耗
消 備 支常

費
水

熱

る公 第

和い。道 ）

年旨安
会 ４

家検員 第

国の委 条

安委 項

公定
営定

員俗長 検

委風員 の

田 う

則等い

規業潮 を

会

一 名

４規。

第の

告

の称

示

金
額

苫 名

所市

・牧

所小

住苫

超訳牧 の称 を内小

円の
も
る金

え中
の
）

額
所
・
所
住同

所
務

事

経
品

費
動

活
費

品

織
組

出

計

費費

行

）及を

号制）
の概要検

２

６業っ

第び
技式

遊遊型製型定

型式 又代製う

」

地
在

年 造 技

定定は造事

要検検検検

者 定の 型申名又業 定表

」

地
在

年有 式請称は所

検又代製う型式の概

１

業遊遊型製 表 定は造事

請称は所技技 者

申名又

造

費
係

関
の費

紙業
誌事

関行
機発

関
機

挙
選 政

伝費
業

宣事

発
の

紙 治
誌 の

者月 のの験 式業 機機試
平

類分名名号日

種区番
マ ぱ遊

成 ル ち技
ん機スホ

年 このーン

技定ー業月

遊認パ工１

機及フ株

及検の

型イ会

びァ式日

験のび査所 番効の 試者

行地

番氏住を在 期氏 月

マ代愛

号日号間名所名

平第公愛
示知ル表知 成

の県ホ取県

日春ン締春 年

日工役日 １

市株岸市

月号平井業井

成
桃式桃 日

者及検の機機

年山会山

氏 のび査所のの式業 の

分名名

氏住を在種区者

ぱ遊フ株

名所名行地類

表馬ち技ィ式

東株代群

都会取県ん機ー会

京式

ーダ

渋社締桐このバ社

技定マイ

谷ダ役生遊認

ド寳境機及リド

区イ市

二ー田野びンー

東
丁町型

金ー
ィ 資テ 治ー

政パ
研

計
小

の費
他業

の
そ事

費
業

内事
の 活

他
の

そ
行

調

等
定ー
検レ

のプ
式ン社

る
す

関
に

五 規五

夫１

１町社勇町

６
第
則

丁丁

月１
日目目

）
間
年

３地地 ら番番 か

治丁の

目久六式
定

番目検

３

等
第

則
規

る
す
関 地に 番 号

６

費
究

交
付
金

費
経

の
交
付

費の
他

の
そ

訳附
寄

査 動

部
本
計支

イ
号
１

第
条

イ
号

１
第
条 金
）

無
」

へ
部

等況

産状

資の



事

検又代製う型式の
５

名又業遊遊型 表 定は造

機機

請称は所技技 者

申

査所のの式 の 者及検の

のび

北 海

定

型式の概要検検検

４
技式定の 遊遊型製型定

効 式業 機機試年有 造 技

月 のの験番

道 公 報

造事

検検検検又代製う

型申名又業 定表 定定は

年有 式請称は所 者 定の

査所 番効の 試者及検の

月 験のび

第

又代製う型式の概要

３

遊遊型製 表 定は造事

検
称は所技技 者

申名又業

業 の 者及検の機機

造 請
のび査所のの式

号

検検 平

定 成
十定の
四有
年番効

一

類分名

氏住を在種区 氏

名所名行地

群株代群ぱ遊

県ん機フ

馬式表馬ち技

桐社締伊このィ

県会取

技定バ

生三役勢遊認ー
お

境毒市機及ー

市共崎

式ぎ

町和型と

野島三び
のラ

六秀町

日号間

種区番期 者

丁行

平第公

類分名名号

ぱ遊スマ

示 成 ち技ール

の ん機パホ

日 年 このーン

遊認フ工１

成

技定ァ業月号平

機及イ株

びン式日

ー月

式レ社１

型プ会年

行地

番氏住を在 期氏

の

マ代愛

号日号間名所名

平第公愛
示知ル表知 成

の県ホ取県

日春ン締春 年

日工役日 １

市株岸市

月号平井業井

成
桃式桃 日

１

１町社勇町

年山会山

住を在種区者 氏

月１夫

名所名行地類分名名

氏

株
式

愛株代三ぱ遊
ん機バ会

知式表重ち技

締桑このリ社

県会取県

古ニ役名遊認バニ

名社

及猛ー

屋ュ市技定リュ

井字びレギ

市ー新大機
式ス

村ン下型ーン

中ギ
区悠深

期
烏司谷の

月号間 十
一第公 日示

の
日
号平 金成

曜

１
年

日月

検ン 目

番定ド

地等 番

６
第
則
規
る
す

関 地１に
第

条

検

日
）

定

間

る年

す３

関ら

にか

等

丁丁

第
条
６
第
則
規

日目目

）

検

間
年
３地地 ら番番 か 之に

三山等

町字定

森部

す

目原関

丁

る
第
条
６
第
則 １ 地規 番 番

イ
号
１

間
年
３

ら
か

）
日

表 定定は

検検検検又代

年有請称者 定の申名 定

う型式の概要

７

イ
号
１

型製型 表 は造事

又代製
所技技式 者
名又業遊遊

概要検検検検

６

造 称は

遊型製型申 定定定

式の

号
１

年有 造 技式請 定の

検検検検又代製う型

イ
又業遊 定表 定定は造事

請称は所技 者 定の申名

者及

造式
製型

概要

年有

氏住 期氏 月のび 番効の

公東株代

日号間名所名

示京式表

平第
成

の都会取

日江社締 年

東エ役 １

成有コ小

月号平区レ
明森 日

の 及検の機機試

年三富

者 氏 び査所のの験 式業

分名名号

住を在種区番

所名行地類

テ代栃回遊ミテ

ク表木胴技コク

ノ取県式機シノ

コ締下遊のコ

賀機定シ

ー役都技認ー

田野び株

ン河郡及ン

シ

式業 機試者
式木型式

株

番氏 期 者月 の験の 番効
東

分名名号日号間名

区

平第公 遊フ株

示京 成 技ィ式

の都 機ー会

日台 年 のバ社

東 認ー三１

成台

定お共月号平区

及と

東 びぎ日

の 者及検の機
型ラ年三

期氏 月のび査所の 番効

所名行地類

氏住を在種

公群株代群ぱ

日号間名
示馬式表馬ち

平第
成

の県会取県ん

日桐社締伊こ 年

生三役勢遊 １

毒市機

月号平市共崎技

成境
野島三 日

名号
番 者
験 業試

年町和

株
式
会
社

１
月目雄

１丁美

共
三

）地
日番
か

社

会節町式会

間
年
３
ら

赤等

南定

字検

社子大の
関

塚に
す

目

式ン１丁

６
第
則

規
る

６

のド月

検

日番 定
等）

間

る年

す３

関ら

にか号

１六秀町

６
第
則

規

月丁行

目

番 日

地

間
年

３
ら地 か１ 番 ）

五
六

イ
号
１

第
条

号
２

第
条



型式の概要検検平
成 遊型製型定

十

造 技式定

四 機試年

年

月 の験番 式業

一

北 海

造事

検検検検又代製う

申名又業遊 定表 定定は

年有請称は所技 者 定の

所の 番効の 者及検の機

月のび査

道 公 報

又代製う型式の概要

９

業遊遊型製型 表 は造事

造 称は所技技式 者
名又

験 式業 の 及検の機機試

び査所のの

第

定

式の概要検検検検

８

請 定の 遊型製型申 定定

式業 機試者 年有 造 技式
月 の験の 番効

号

所技

又業遊

造事
製う型

区番 者

査所の

検の機

は

月 分名名号日号十
一 平第 株 遊日 成 式 技

機ダ会

年 のイ社

認ナ大１

定マ一月号金 及イ商

び娘会日曜

式
型

日

地類

氏住を在種 期氏

の

代愛ぱ

日号間名所名行

知式表知ち

平第公愛株

示 成

の県会取県ん

日名社締西こ 年

古大役春遊 １

市井機

月号平屋一日技

成市商
中会原郡 日

月鴨茂町

１区春

年村西

名号

住を在種区番 者 氏
所名行地類分名

株 株代栃千ぱ遊

式 式表木葉ち技

会取県県ん機ポ会

社締小四このク社
クー

メ役山街遊認ポメ

市機及坊シ

ー市道技定

ー所井鷹び主ー

シ別荒

販 の型 販

台式売

番氏 期 者

鋼一の 番 売直

沖

分名名号日号間名

区

平第公 遊ダ株

示縄 成 技イ式

の県 機ナ会

日宜 年 のワ社

野 認ーエ１

成市

定ルレ月号平湾

及ドコ

真 び日

種
の月２

式１喜

型年志

胴

鳥栃千回

行地類

を在
小四遊

県県県式

取木葉
市

市市道機

子山街技

米

の

田井鷹

和荒
町

台 番一

第
則
規
る
す
関

に
等

定
検 付大

第
条
６

字

か丁村

）一沖

日町字
西

ら目
３

地

地
番
１

間地川

年番ノ

地関

番に
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